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触
れ
の
通
達
と
支
配
の
方
式　

―
堅
田
モ
デ
ル
の
提
案
―

水
本　
　

邦
彦

は
じ
め
に

本
堅
田
村
の
庄
屋
・
大
庄
屋
に
よ
っ
て
連
綿
と
書
き
継
が
れ
た
「
本
堅
田
村

諸
色
留
帳
」(

以
下
「
本
堅
田
留
め
帳
」「
留
め
帳
」）
に
は
、
領
主
堀
田
氏
の
江

戸
屋
敷
（
藩
庁
）
や
堅
田
陣
屋
か
ら
、
あ
る
い
は
京
都
町
奉
行
な
ど
か
ら
発
信
さ

れ
た
各
種
の
通
達
が
、
多
く
の
場
合
原
文
の
ま
ま
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
通
達

に
は
支
配
の
根
幹
を
な
す
法
度
類
か
ら
、
藩
役
人
の
廻
村
連
絡
に
至
る
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
の
レ
ベ
ル
の
内
容
が
含
ま
れ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
「
触
れ
」
と
総

称
し
て
研
究
対
象
に
し
て
み
た
い
。

＊
堅
田
藩　

近
江
国
滋
賀
郡
本
堅
田
村
（
大
津
市
本
堅
田
）
に
陣
屋
を
置
く
。

藩
主
は
堀
田
氏
（
一
万
石
、
譜
代
、
定
府
大
名
）。
初
代
堀
田
正
高
が
元

禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
に
下
野
国
佐
野
よ
り
近
江
国
滋
賀
郡
・
高
島
郡

二
九
ヵ
村
に
移
封
。
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
三
千
石
加
増
。
文
政
九

年
（
一
八
二
六
）
高
島
郡
部
分
が
下
野
国
・
上
野
国
に
切
り
替
え
ら
れ
、

佐
野
に
本
拠
を
移
す
。

＊
本
堅
田
村
諸
色
留
帳　

庄
屋
・
大
庄
屋
に
よ
っ
て
書
き
継
が
れ
た
触
れ
や

願
書
の
留
帳
。
元
禄
一
三
年
（
一
七
〇
〇
）
か
ら
明
治
初
年
に
至
る
。
本

稿
で
は
、
堅
田
大
庄
屋
研
究
会
撮
影
の
写
真
版
を
利
用
し
た
。

幕
府
を
始
め
と
す
る
領
主
権
力
が
城
下
町
に
集
住
し
た
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
、

触
れ
は
領
地
領
民
支
配
や
国
家
統
治
を
行
う
た
め
の
基
本
的
な
手
段
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
通
達
さ
れ
た
触
れ
の
研
究
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
当
該
地
域
の
支
配

の
あ
り
様
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
に
他
な
ら
な
い
。

も
っ
と
も
古
い
元
禄
一
三
年(

一
七
〇
〇
）
の
「
留
め
帳
」
を
開
い
て
み
よ
う

（【
写
１
】）。

冒
頭
か
ら
京
都
町
奉
行
の
触
れ
で
あ
る
。「
七
月
一
日
よ
り
十
日
ま
で
の
間
に
、

勢
多
川
浚
え
御
普
請
入
用
銀
の
本
年
分
を
大
津
船
奉
行
金
丸
又
左
衛
門
屋
敷
（
京

都
・
岩
上
通
り
四
条
上
る
）
に
納
め
よ
」
と
命
じ
て
い
る
。
宛
名
は
南
郷
村
（
大

津
市
）
に
始
ま
り
北
小
松
村
（
旧
志
賀
町
）
に
至
る
「
江
州
滋
賀
郡
湖
水
辺
」

三
七
ヵ
村
庄
屋
・
年
寄
で
、
中
ほ
ど
に
本
堅
田
村
の
名
も
見
え
る
。

次
い
で
二
通
目
は
、
大
津
船
奉
行
配
下
の
支
配
役
依
田
伊
左
衛
門
か
ら
本
堅

田
お
よ
び
対
岸
の
野
洲
郡
木
浜
村
（
守
山
市
）
に
宛
て
た
触
れ
で
、
琵
琶
湖
水
位

報
告
の
書
式
の
通
知
で
あ
る
。
両
村
の
沖
合
い
に
は
、
川
浚
え
前
年
の
元
禄
一
一

年
（
一
六
九
八
）
頃
か
ら
水
位
測
定
の
た
め
の
定
杭
が
打
ち
込
ま
れ
て
い
た
。

も
う
一
通
あ
げ
て
み
よ
う
。
七
月
一
八
日
に
堅
田
陣
屋
か
ら
到
来
し
た
三
通

目
は
、
公
儀
の
お
尋
ね
者
、
江
戸
佐
久
間
町
八
郎
兵
衛
と
権
右
衛
門
の
人
相
書
き

で
あ
る
。
幕
府
発
信
の
こ
の
触
れ
は
、
領
主
堀
田
氏
の
江
戸
屋
敷
か
ら
堅
田
陣
屋
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に
送
ら
れ
、
陣
屋
「
惣
支
配
」
役
の
大
塚
源
太
左
衛
門
お
よ
び
「
郡
方
」
役
二
名

か
ら
領
内
村
々
に
通
達
さ
れ
て
い
る
。

年
半
ば
の
五
月
か
ら
の
書
き
始
め
だ
が
、
こ
の
年
本
堅
田
村
に
到
来
し
た
触

れ
は
合
わ
せ
て
一
二
通
。
堅
田
陣
屋
発
信
を
中
心
に
、
堀
田
江
戸
屋
敷
、
大
津
船

奉
行
、
京
都
町
奉
行
な
ど
か
ら
と
多
彩
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
触
れ
の
発
信
者
や

内
容
・
通
数
、
廻
達
方
式
な
ど
に
着
目
し
な
が
ら
、
本
堅
田
村
を
始
め
堀
田
氏
領

の
堅
田
藩
村
々
が
そ
の
下
に
置
か
れ
た
支
配
の
仕
組
み
を
観
察
す
る
。

一　

研
究
史

（
一
）
安
岡
重
明
氏
の
「
非
領
国
論
」

と
こ
ろ
で
、
本
堅
田
村
が
含
ま
れ
る
「
畿
内
近
国
」（
五
畿
内
と
近
江
、
丹
波
、

播
磨
。「
上
方
八
ヵ
国
」
と
も
）
は
、
研
究
史
の
上
で
は
、
古
く
か
ら
特
殊
な
支

配
形
態
が
採
ら
れ
た
地
方
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
に
関
係
す
る
と
思
わ

れ
る
限
り
で
、
研
究
史
を
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

＊
畿
内
近
国
に
関
す
る
諸
研
究
を
整
理
し
た
も
の
と
し
て
、大
島
真
理
夫「
近

世
畿
内
地
域
社
会
論
の
比
較
と
総
合
」（
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研

究
所
『
経
済
史
研
究
』
一
一
、二
〇
〇
七
年
）、
村
田
路
人
『
畿
内
近
国
支

配
論
』
序
章
第
二
節
「
近
世
畿
内
近
国
論
の
軌
跡
―
広
域
支
配
研
究
を
中

心
に
―
」（
塙
書
房
、
二
〇
一
九
年
）
が
あ
る
。

「
他
の
大
名
領
国
な
ど
と
異
な
り
、
こ
こ
で
は
幕
府
の
強
い
支
配
権
と
そ
れ
に

侵
害
さ
れ
た
弱
小
領
主
の
支
配
権
か
ら
な
る
二
元
的
支
配
が
行
わ
れ
て
い
た
」
と

し
て
、
こ
の
地
方
の
特
殊
性
に
注
目
し
た
の
は
安
岡
重
明
氏
で
あ
っ
た
（
安
岡

【写１】　元禄 13年「本堅田村諸色留帳」（本堅田伊豆神社所蔵）
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一
九
五
九
、一
九
八
五
）。
氏
は
以
下
の
よ
う
な
諸
点
を
あ
げ
て
い
た
。

・�
領
地
配
置　

領
地
の
入
り
組
み
が
激
し
く
、
領
主
の
交
代
も
頻
繁
だ
っ
た
た
め
、

個
々
の
領
主
に
よ
る
領
地
領
民
支
配
は
希
薄
で
、
領
主
権
は
薄
弱
だ
っ
た
。

・�

裁
判
権　

領
地
の
入
り
組
ん
だ
当
地
で
は
し
ば
し
ば
領
主
枠
を
超
え
た
紛
争
が

生
じ
た
が
、
そ
う
し
た
支
配
違
い
紛
争
の
裁
判
権
は
、
幕
府
の
地
方
機
関
で
あ

る
京
都
町
奉
行
や
大
坂
町
奉
行
（
一
部
伏
見
・
奈
良
・
堺
奉
行
）
が
握
っ
て
い
た
。

領
内
紛
争
は
個
々
の
領
主
が
裁
い
た
と
は
い
え
、
八
ヵ
国
は
京
都
・
大
坂
町
奉

行
の
「
支
配
国
」
だ
っ
た
。

・�

行
政
権
１　

畿
内
の
物
流
は
大
坂
問
屋
に
握
ら
れ
て
い
た
た
め
、
領
内
物
産
に

対
す
る
個
々
の
領
主
の
管
理
・
統
制
は
貧
弱
だ
っ
た
。
生
産
者
農
民
は
領
主
の

違
い
を
超
え
て
連
合
し
、
訴
訟
も
町
奉
行
所
に
対
し
て
行
わ
れ
た
。

・�

行
政
権
２　

幕
府
の
政
策
は
領
主
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
の
が
普
通
だ
っ
た
が
、

こ
の
地
で
は
幕
府
と
領
主
の
二
元
支
配
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
近
江
神
崎
郡
の

郡
山
藩
領
に
は
二
種
類
の
触
れ
留
め
帳
が
あ
り
、
一
方
に
は
京
都
町
奉
行
・
大

津
代
官
経
由
で
流
布
す
る
幕
府
触
れ
や
京
都
町
奉
行
触
れ
が
、
他
方
に
は
、
郡

山
藩
自
身
の
触
れ
お
よ
び
藩
役
人
の
後
書
き
（
添
え
書
き
）
付
き
の
幕
府
触
れ

が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
藩
領
に
対
す
る
幕
府
お
よ
び
幕
府
の
地
方

機
関
の
直
接
支
配
の
浸
透
で
あ
り
、
幕
府
に
よ
る
（
郡
山
藩
）
領
主
権
の
侵
害

で
あ
る
。

氏
は
こ
の
よ
う
に
整
理
を
し
た
う
え
で
、こ
の
地
域
を
「
非
領
国
」
と
名
付
け
、

領
主
が
領
主
権
（
領
土
高
権
）
を
持
っ
て
一
円
的
支
配
を
行
う
大
名
「
領
国
」
と

違
い
、
幕
府
の
支
配
権
と
領
主
の
領
主
権
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
特
殊
な
地
域
だ
っ

た
と
評
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
何
故
「
非
領
国
」
が
存
在
し
た
の
か
と
い
う

疑
問
に
対
し
て
は
、
当
時
の
西
洋
史
研
究
の
学
説
を
援
用
し
、
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
た
。「
分
権
的
な
封
建
制
度
が
封
建
国
家
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
は
封

建
原
理
の
希
薄
な
部
分
が
必
要
で
あ
り
、
日
本
の
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
そ
れ
が

こ
の
八
ヵ
国
に
当
た
る
」
と
。

本
堅
田
村
を
始
め
と
す
る
近
江
の
村
々
の
あ
り
様
は
、こ
の
安
岡
「
非
領
国
論
」

の
枠
組
み
に
す
っ
ぽ
り
嵌
ま
る
も
の
で
あ
る
。
一
部
の
寺
領
を
除
い
て
す
べ
て
が

彦
根
藩
領
の
犬
上
郡
を
別
に
す
れ
ば
、
領
地
配
置
は
ど
こ
も
中
小
領
地
の
錯
綜
状

態
だ
っ
た
し
、支
配
違
い
裁
判
は
す
べ
て
京
都
町
奉
行
所
の
管
轄
だ
っ
た
。
物
価
・

物
流
統
制
策
な
ど
も
京
都
町
奉
行
が
主
導
し
て
い
た
。
行
政
権
の
項
で
紹
介
さ
れ

た
郡
山
藩
領
の
二
種
類
の
触
れ
留
め
帳
は
、
そ
も
そ
も
近
江
の
蒲
生
郡
金
堂
村
の

事
例
で
あ
る
。

（
二
）
薮
田
貫
氏
の
「
支
配
国
論
」

安
岡
氏
の
「
非
領
国
論
」
は
当
該
地
方
の
特
色
を
捉
え
理
論
化
し
た
も
の
と

し
て
画
期
的
だ
っ
た
が
、
課
題
も
内
包
し
て
い
た
。
そ
の
一
つ
は
、
幕
府
の
支
配

権
を
個
別
の
領
主
の
領
土
高
権
に
対
立
さ
せ
、
畿
内
近
国
を
非
封
建
的
地
域
と
す

る
封
建
国
家
論
。
そ
の
二
は
二
元
的
構
造
の
始
期
に
つ
い
て
で
あ
る
。
後
者
に
関

し
て
は
氏
自
身
が
、「
幕
府
の
大
名
領
に
対
す
る
直
接
支
配
の
現
象
が
い
つ
か
ら

行
わ
れ
、
ま
た
い
か
な
る
分
野
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
か
を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
幕
藩
体
制
の
本
質
の
究
明
、
変
質
の
理
解
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な

意
味
を
持
つ
」
と
し
て
い
た
（
安
岡
一
九
五
九
）。

安
岡
「
非
領
国
論
」
を
批
判
し
な
が
ら
提
示
さ
れ
た
の
が
薮
田
貫
氏
の
「
支

配
国
論
」
で
あ
る
（
薮
田
一
九
八
〇
）。
薮
田
氏
は
、
安
岡
氏
が
非
封
建
的
と
評

し
た
「
非
領
国
」
を
、
幕
府
に
よ
る
国
家
支
配
権
の
一
部
を
奉
行
が
担
い
、
そ
の

下
で
中
小
領
主
の
領
主
制
が
展
開
す
る
「（
奉
行
）
支
配
国
」
と
捉
え
直
し
、
大
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名
領
国
と
並
ぶ
幕
藩
制
国
家
の
支
配
形
態
の
一
つ
と
し
た
。
そ
の
上
で
氏
は
、
支

配
国
の
始
期
や
そ
の
後
の
展
開
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
い
た
。

・�

支
配
国
の
淵
源
は
、
一
国
単
位
で
支
配
権
を
行
使
し
た
慶
長
・
元
和
期
の
国
奉

行(

郡
代)
や
、
寛
永
～
寛
文
期
の
上
方
八
人
衆
の
上
方
八
ヵ
国
支
配
に
求
め

ら
れ
る
。

・
こ
の
支
配
形
態
は
、
そ
の
後
、
何
度
か
の
改
編
を
経
な
が
ら
展
開
し
て
い
っ
た
。

・�

一
七
世
紀
後
半
の
寛
文
期
（
八
人
衆
体
制
の
解
体
と
京
都
代
官
・
町
奉
行
体
制

の
成
立
）

・
一
七
世
紀
末
～
一
八
世
紀
初
頭
の
元
禄
期
（
堺
・
伏
見
奉
行
の
廃
止
と
復
活
）

・�

一
八
世
紀
前
期
の
享
保
期
（
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
の
国
分
け
。
京
都
町
奉

行
と
大
坂
町
奉
行
が
裁
判
管
轄
を
四
ヵ
国
ず
つ
に
分
担
）

こ
の
分
析
に
よ
っ
て
、
安
岡
説
の
課
題
だ
っ
た
初
期
・
前
期
の
様
子
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

ち
な
み
に
、
近
江
国
も
国
奉
行
支
配
国
の
一
つ
だ
っ
た
こ
と
は
、
地
元
に
残

る
史
料
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）、
坂

田
郡
の
出
雲
井
用
水
の
配
分
を
巡
る
大
原
郷
一
五
ヵ
村（
彦
根
藩
領
ほ
か
旗
本
領
・

幕
領
の
入
り
組
み
。
旧
山
東
・
伊
吹
・
浅
井
町
）
と
上
坂
村
（
彦
根
藩
領
。
長
浜

市
）
の
水
争
い
で
は
、
彦
根
藩
は
大
原
郷
村
々
か
ら
の
訴
状
を
受
理
せ
ず
、「
国

奉
行
」（
小
堀
政
一
）
へ
提
出
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
た
（『
山
東
町
史
』
資
料

編
）。
本
稿
に
と
っ
て
「
支
配
国
論
」
も
ま
た
、
重
要
な
先
行
研
究
と
な
る
。

＊
元
和
九
年(

一
六
二
三)

こ
ろ
の
国
奉
行（
郡
代
）　

山
城
＝
板
倉
勝
重（
京

都
所
司
代
）、
大
和
＝
中
坊
秀
政
（
南
都
奉
行
）、
摂
津
・
河
内
＝
久
貝
正

俊
・
島
田
直
時
（
大
坂
奉
行
）、
和
泉
＝
喜
多
見
勝
忠
（
堺
政
所
）、
近
江

＝
小
堀
政
一
（
郡
代
）、
丹
波
＝
五
味
豊
直
（
郡
代
）（
薮
田
一
九
八
〇
）

＊
寛
永
一
一
年(

一
六
三
四)

時
点
の
上
方
八
人
衆　

板
倉
重
宗
（
京
都
所

司
代
）、永
井
尚
政
（
淀
城
主
）、永
井
直
清
（
勝
竜
寺
城
主
）、久
貝
正
俊
・

曽
我
古
祐
（
大
坂
町
奉
行
）、石
河
勝
政
（
堺
奉
行
）、小
堀
政
一
（
郡
代
）、

五
味
豊
直
（
郡
代
）（
朝
尾
一
九
六
七
）

と
こ
ろ
で
薮
田
氏
の
研
究
は
、
こ
の
後
、
支
配
国
と
国
内
領
主
制
の
結
合
関

係
（
用
聞
、
御
館
入
与
力
、
帯
刀
人
）
や
、
領
主
制
と
地
域
社
会
の
相
互
関
係
の

考
察
へ
と
進
ん
で
行
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
で
、「
非
領
国
」
範
疇
を
遠

江
や
甲
斐
、
出
羽
国
な
ど
に
適
用
し
た
い
と
し
た
点
に
つ
い
て
の
み
書
き
留
め
て

お
く
（
薮
田
一
九
九
七
）。
大
き
な
領
主
制
や
支
配
国
の
枠
組
み
が
な
く
、
小
さ

い
領
主
制
（
と
村
）
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
国
々
で
は
、
地
域
社
会
へ
の

依
存
度
が
高
か
っ
た
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
提
言
は
、
そ
れ
ま
で
の
非
領
国
や
支

配
国
論
が
畿
内
近
国
以
外
を
「
領
国
」
と
一
絡
げ
に
す
る
区
分
け
だ
っ
た
こ
と
に

鑑
み
れ
ば
、
注
目
に
値
す
る
。

以
上
、安
岡
説
と
薮
田
説
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
両
説
を
図
化
す
れ
ば
【
図
１
】

の
よ
う
に
な
る
（
以
下
、
図
表
は
末
尾
に
別
掲
）。

（
三
）
村
田
路
人
氏
の
「
畿
内
近
国
支
配
論
」

畿
内
に
お
け
る
幕
府
の
広
域
支
配
に
焦
点
を
当
て
、
河
川
管
理
や
用
聞
を
題

材
に
、
そ
の
実
現
の
仕
組
み
の
研
究
を
進
め
た
の
が
村
田
路
人
氏
で
あ
る
（
村
田

一
九
九
五
）。
と
り
わ
け
触
れ
を
題
材
に
し
て
こ
の
地
の
広
域
支
配
を
論
じ
た
諸

研
究
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
と
重
な
り
合
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
（
村
田
二
〇
一
九
）。

以
下
、
氏
の
触
れ
論
に
限
っ
て
ま
と
め
て
お
く
。

氏
の
畿
内
近
国
支
配
論
の
特
色
は
、
江
戸
時
代
の
支
配
全
体
の
分
類
か
ら
始
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め
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
幕
藩
制
的
支
配
に
は
、
各
領
主
の
自
領
に
対

す
る
個
別
領
主
支
配
と
、
幕
府
な
ど
に
よ
る
広
域
支
配
の
二
種
類
が
あ
り
、
後
者

は
町
村
を
客
体
に
す
る
も
の
と
個
別
領
主
に
対
す
る
も
の
に
分
け
ら
れ
る
と
す

る
。
そ
し
て
個
別
領
主
支
配
に
は
領
分
触
れ
が
、
広
域
支
配
に
は
広
域
触
れ
が
対

応
す
る
と
し
た
。

ⓐ
個
別
領
主
支
配　

領
主
の
所
領
支
配
。

ⓑ�

広
域
支
配
。
幕
府
ま
た
は
幕
府
か
ら
一
定
の
権
限
を
委
任
さ
れ
た
領
主
に

よ
る
、
一
定
範
囲
の
地
域
に
対
す
る
幕
領
・
私
領
の
区
別
を
し
な
い
支
配
。

�　

�（
広
域
支
配
Ａ
）
村
・
町
や
同
業
者
仲
間
、
寺
社
な
ど
に
対
す
る
も
の
。
幕

藩
制
的
支
配
の
中
で
は
特
殊
な
形
態
で
畿
内
近
国
に
特
有
。
触
れ
に
は
郡

触
れ
、
特
定
地
域
触
れ
、
特
定
機
関
・
団
体
触
れ
が
あ
る
。

　

�（
広
域
支
配
Ｂ
）
幕
府
ま
た
は
幕
府
か
ら
一
定
の
権
限
を
委
任
さ
れ
た
領
主

に
よ
る
、
個
別
領
主
に
対
す
る
も
の
。
幕
藩
制
的
支
配
の
中
で
は
決
し
て

特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
村
田
氏
の
支
配
論
の
特
色
は
、
個
別
領
主
支
配
と
広
域
支
配
Ｂ

に
つ
い
て
は
、
畿
内
非
領
国
地
帯
も
領
国
地
帯
も
同
様
と
し
て
一
括
り
に
し
、
広

域
支
配
Ａ
の
み
を
畿
内
近
国
に
特
有
の
支
配
と
し
て
抽
出
し
た
点
に
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
支
配
を
体
現
す
る
中
心
的
な
触
れ
と
し
て
、
町
奉
行
発
信
・
経
由
の
「
郡

触
れ
」（「
〇
〇
郡
村
々
庄
屋
百
姓
中
」
宛
）
に
強
い
光
を
当
て
た
の
で
あ
る
。
か

つ
て
安
岡
非
領
国
論
で
領
主
権
侵
犯
の
象
徴
と
さ
れ
た
こ
の
触
れ
は
、
村
田
説
で

は
畿
内
近
国
支
配
を
特
色
付
け
る
主
役
に
な
っ
て
再
登
場
す
る
。

先
の
安
岡
、
薮
田
図
に
対
応
さ
せ
な
が
ら
、
村
田
説
を
支
配
原
理
別
に
図
化

す
れ
ば
【
図
２
】
の
よ
う
に
描
け
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
図
の
左
端
の
「
奉
行
・
領

主
・
領
民
」
枠
は
、
薮
田
説
に
も
あ
っ
た
初
期
の
国
奉
行
や
上
方
八
人
衆
に
よ
る

支
配
形
態
を
表
し
て
い
る
。
村
田
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
、「
彼
ら
が
担
っ
た
広
域

支
配
は
個
別
領
主
を
客
体
に
し
た
権
限
行
使
で
あ
り
広
域
支
配
Ｂ
に
当
た
る
」
と

し
て
い
る
（
村
田
二
〇
一
九
）。

以
上
、
三
氏
の
研
究
を
取
り
上
げ
、
本
稿
に
関
係
深
い
部
分
を
要
約
し
た
。
こ

れ
ら
の
畿
内
近
国
研
究
を
通
覧
す
る
と
、
そ
こ
に
「
特
殊
」
→
「
普
遍
」
→
「
特

殊
」
と
い
う
評
価
の
変
遷
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
面
白
い
。
す
な
わ
ち
、

・
安
岡
氏
の
非
領
国
論　

畿
内
近
国
支
配
の
形
を
特
殊
と
す
る
。「
特
殊
」の
発
見
。

・�

薮
田
氏
の
支
配
国
論　

畿
内
近
国
を
領
国
と
並
立
す
る
「
普
遍
」
の
一
類
型
と

見�

る
。

・��

村
田
氏
の
畿
内
近
国
支
配
論　

畿
内
近
国
の
村
町
宛
広
域
支
配
を
「
特
殊
」
と

す
る
。

加
え
て
各
氏
の
立
論
の
視
座
（
立
ち
位
置
）
が
と
り
ど
り
だ
っ
た
こ
と
も
ま

た
興
味
深
い
。
安
岡
氏
は
領
主
制
論
か
ら
、
薮
田
氏
は
国
家
の
視
点
か
ら
、
そ
し

て
村
田
氏
は
幕
府
や
奉
行
を
主
体
に
す
る
立
場
か
ら
、
と
い
う
よ
う
に
。
こ
う
し

た
研
究
史
に
対
比
さ
せ
る
な
ら
ば
、
触
れ
の
受
け
手
の
村
（
被
治
者
）
か
ら
支
配

の
仕
組
み
を
見
通
そ
う
と
す
る
本
稿
は
、
さ
し
ず
め
「
個
別
」
→
「
普
遍
」
の
試

み
と
い
え
よ
う
。                      

二　

本
堅
田
村
に
到
来
の
触
れ
分
類

（
一
）
堅
田
陣
屋
か
ら
受
け
取
る
触
れ
（
Ａ
型
）

さ
て
、
本
題
の
触
れ
の
分
析
に
入
る
。
本
堅
田
村
や
堅
田
藩
領
村
々
が
受
理

し
た
触
れ
が
、
ど
こ
か
ら
送
ら
れ
て
来
る
か
調
べ
て
み
る
と
、
自
領
主
堀
田
氏
の
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堅
田
陣
屋
経
由
で
到
来
す
る
触
れ
（
以
下
、
Ａ
型
と
す
る
）
と
、
幕
府
の
大
津
代

官
所
か
ら
来
る
触
れ
（
Ｂ
型
と
す
る
）
に
大
別
さ
れ
る
。

ま
ず
Ａ
型
か
ら
見
て
い
こ
う
。
こ
ち
ら
は
発
信
元
別
に
、
①
堅
田
陣
屋
発
信
、

②
堀
田
氏
江
戸
屋
敷
（
藩
庁
）
発
信
、
③
幕
府
発
信
、
の
三
種
類
に
区
分
さ
れ
る
。

宛
先
も
含
め
て
紹
介
す
る
。

①�

堅
田
陣
屋
発
信
（
ａ
１
触
れ
）
堀
田
氏
堅
田
陣
屋
か
ら
藩
内
村
々
へ
。
堅
田
陣

屋
の
藩
役
人
か
ら
発
信
さ
れ
る
触
れ
で
あ
る
。
年
頭
触
れ
（
博
奕
禁
止
、
火
の

用
心
）、
検
見
、
年
貢
、
御
用
藁
、
宗
旨
五
人
組
帳
、
夫
人
・
小
人
徴
発
、
川

除
普
請
な
ど
、
領
地
領
民
支
配
の
基
本
に
し
て
日
常
的
な
問
題
群
が
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
個
々
の
百
姓
呼
び
出
し
状
や
特
定
村
へ
の
個
別
案
件
な

ど
は
、
本
稿
で
は
除
外
し
て
い
る
。

②�

堀
田
氏
江
戸
屋
敷
（
藩
庁
）
発
信
（
ａ
２
触
れ
）。
堅
田
陣
屋
を
経
由
し
て
藩

内�

村
々
へ
。
堅
田
役
人
心
得
、
藩
役
人
人
事
、
藩
主
・
家
族
の
慶
弔
な
ど
。

③�

幕
府
発
信
（
ａ
ｘ
触
れ
）。
幕
府
か
ら
、
藩
庁
・
陣
屋
経
由
で
藩
内
村
々
へ
。

全
国
指
名
手
配
の
人
相
書
き
、
生
類
憐
み
令
、
改
元
、
酒
造
制
限
、
貨
幣
改
鋳
、

将
軍
家
な
ど
の
慶
弔
、
鳴
り
物
停
止
、
寺
社
修
復
勧
化
な
ど
。

（
二
）
大
津
代
官
所
か
ら
来
る
触
れ
（
Ｂ
型
）

他
方
、
堅
田
陣
屋
を
介
さ
ず
に
大
津
の
幕
府
代
官
所
か
ら
到
来
す
る
触
れ
が

あ
っ
た
。
大
津
代
官
自
身
や
京
都
町
奉
行
（
Ｂ
２
）
を
発
信
者
と
す
る
も
の
で
、

京
都
町
奉
行
触
れ
は
大
津
代
官
の
添
え
状
付
き
で
廻
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
幕
府

触
れ
が
大
津
代
官
経
由
で
廻
る
こ
と
も
あ
っ
た
。同
じ
く
発
信
元
別
に
整
理
す
る
。

①
大
津
代
官
発
信
（
ｂ
１
触
れ
）。
湖
辺
村
々
宛
な
ど
。

�

大
津
代
官
か
ら
は
、
湖
辺
村
々
の
船
数
改
め
や
運
上
金
徴
収
、
瀬
田
川
流
域
の

＊
大
津
代
官
の
船
数
改
め
は
、
本
堅
田
村
に
つ
い
て
は
内
部
単
位
の

「
艜
方
」「
西
之
切
」「
釣
猟
師
」
も
宛
名
に
挙
げ
て
い
る
。

＊
船
数
改
め
は
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
ま
で
は
、
大
津
船
奉
行

が
行
っ
た
。
以
後
、
船
奉
行
は
代
官
兼
帯
に
な
る
。

【写２】大津～川道（浅井郡）の湖辺村宛の大津御役所（大津代官）触れ
　　　　 文政 7年（1824）6月 19日に本堅田村に到来。
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新
田
開
発
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
触
れ
が
発
信
さ
れ
て
い
た
。
一
例
と
し
て
、

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
六
月
一
六
日
付
け
の
「
湖
上
船
増
減
改
め
」
を
示

す
（【
写
２
】）。「
例
年
の
通
り
湖
上
船
増
減
相
改
め
、
帳
面
に
記
し
、
来
月

朔
日
よ
り
十
日
ま
で
に
持
参
い
た
す
べ
く
候
」
と
命
じ
、
大
津
か
ら
浅
井
郡

川
道
村
（
旧
び
わ
町
）
ま
で
の
琵
琶
湖
北
岸
村
々
を
宛
名
に
し
て
い
る
。

②
京
都
町
奉
行
発
信
（
ｂ
２
触
れ
）。
大
津
代
官
経
由
で
滋
賀
郡
内
村
々
へ
。

�

瀬
田
川
川
浚
え
や
、
同
川
流
域
の
土
砂
留
め
、
朝
鮮
通
信
使
通
行
時
の
人
馬

徴
発
・
経
費
徴
収
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
京
都
町
奉
行
発
信
の
触
れ
が
、
大

津
代
官
の
添
え
状
付
き
で
到
来
し
て
い
た
。
宛
名
に
「
滋
賀
郡
村
々
庄
屋
年

寄
」
と
記
す
郡
触
れ
を
定
型
と
す
る
。
一
例
と
し
て
、延
享
二
年
（
一
七
四
五
）

四
月
発
信
の
土
砂
留
め
普
請
に
関
す
る
触
れ
を
読
み
下
し
文
で
あ
げ
る
。
前

半
部
分
ⓐ
が
京
都
町
奉
行
の
触
れ
、
後
半
ⓑ
が
大
津
代
官
の
添
え
状
で
あ
る
。

ⓐ�

去
る
子
年
江
州
勢
多
川
へ
落
ち
入
り
候
川
筋
土
砂
留
め
御
普
請
御
入
用
銀
、

こ
の
度
近
江
一
国
村
高
へ
割
賦
せ
し
め
候
あ
い
だ
、
改
め
出
し
新
田
高
等
こ

れ
あ
り
候
わ
ば
相
違
な
く
入
念
吟
味
を
遂
げ
書
き
出
し
申
す
べ
く
候
。（
中

略
）
右
帳
面
村
々
洩
れ
ざ
る
よ
う
庄
屋
年
寄
印
形
致
し
、
順
々
遅
滞
な
く

相
廻
し
、
当
月
廿
九
日
迄
の
内
、
触
れ
留
ま
り
村
よ
り
京
都
奉
行
所
へ
き
っ

と
持
参
す
べ
き
も
の
な
り
。

　
　

乙
丑
四
月
三
日　
　
　

下
総
御
印
（
三
井
良
恭
・
京
都
町
奉
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

讃
岐
御
印
（
馬
場
尚
繁
・
同
右
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
江
国
滋
賀
郡
村
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋
年
寄

　
　
　
　
（
村
高
・
村
名
書
き
出
し
雛
形　

略
）

ⓑ�

江
州
勢
多
川
へ
落
ち
入
り
候
川
筋
土
砂
留
め
御
普
請
、
去
る
子
歳
御
入
用

御
割
賦
御
触
れ
書
・
高
附
け
帳
箱
入
り
、
京
都
町
奉
行
所
よ
り
相
渡
し
候

に
つ
き
こ
れ
を
遣
わ
し
候
あ
い
だ
、
郡
切
り
村
々
残
さ
ざ
る
よ
う
相
廻
し
、

順
廻
し
済
み
候
わ
ば
京
都
御
役
所
へ
返
上
い
た
す
べ
く
候
、
我
等
方
よ
り

相
廻
し
候
白
紙
帳
へ
承
知
の
趣
き
村
々
庄
屋
印
形
致
し
、
こ
の
廻
状
我
等

御
役
所
へ
相
返
す
べ
く
候
。
以
上

　
　
　

四
月　
　
　
　
　
　

石
原
清
左
衛
門
印
（
正
顕
・
大
津
代
官
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
江
国
滋
賀
郡
村
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
や
年
寄

③�

幕
府
発
信
（
ｂ
ｘ
触
れ
）。
京
都
町
奉
行
・
大
津
代
官
経
由
で
到
来
。
滋
賀
郡

内
村
々
宛
。

�

幕
府
発
信
の
触
れ
が
陣
屋
経
由
（
ａ
ｘ
）
で
は
な
く
、
京
都
町
奉
行
・
大
津

代
官
を
経
て
村
々
に
廻
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
触
れ
の
形
態
は
、
京
都
町
奉
行

が
「
右
の
通
り
江
戸
よ
り
到
来
候
」
と
記
す
奉
行
触
れ
と
、
本
体
の
幕
府
触

れ
の
写
し
か
ら
な
り
、
ｂ
２
触
れ
と
同
じ
く
郡
内
村
々
を
宛
所
に
し
た
。
こ

れ
に
上
記
ｂ
２
触
れ
の
ⓑ
と
同
様
の
大
津
代
官
の
手
紙
が
添
え
ら
れ
て
一
緒

に
廻
っ
て
く
る
。

�

な
お
、
す
で
に
安
岡
非
領
国
論
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
ル
ー

ト
の
幕
府
触
れ
は
し
ば
し
ば
陣
屋
経
由
の
幕
府
触
れ
と
重
複
し
て
い
た
。
た

と
え
ば
、
前
掲
の
土
砂
留
め
触
れ
と
同
じ
年
の
「
山
城
光
雲
寺
の
修
復
勧
化
」

触
れ
が
そ
れ
で
あ
る
。
江
戸
で
八
月
に
発
信
さ
れ
た
こ
の
触
れ
は
、
京
都
町
奉

行
・
大
津
代
官
を
経
由
し
て
一
〇
月
四
日
に
本
堅
田
村
に
到
来
し
た
が
、
そ

の
十
日
後
の
同
月
一
四
日
、
今
度
は
堅
田
陣
屋
か
ら
、
冒
頭
に
「
大
目
付
様

御
触
れ
書
写
し
」
と
付
記
さ
れ
た
同
文
の
触
れ
が
廻
っ
て
き
て
い
る
。

�

た
だ
し
、
先
の
安
岡
説
で
は
、
こ
の
現
象
を
幕
府
触
れ
の
侵
害
性
と
い
う
点
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で
評
し
た
に
留
ま
り
、
た
と
え
ば
「
幕
府
触
れ
は
い
つ
も
二
重
ル
ー
ト
で
通

達
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
テ
ー
マ
に
よ
り
一
方
ル
ー
ト
だ
け
の
こ
と
も
あ
っ

た
の
か
」、「
時
期
に
よ
り
両
ル
ー
ト
の
関
係
に
変
化
は
あ
っ
た
の
か
」
等
の

分
析
に
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
触
れ
の
受
け
手
の
立
場
か
ら
、
く
っ
き

り
見
え
る
こ
の
二
重
通
達
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
改
め
て
取
り
上
げ
る
。

④
幕
府
役
人
な
ど
か
ら
発
信
（
ｂｙ
触
れ
）。

�

分
類
と
し
て
は
「
３
、
陣
屋
、
大
津
代
官
以
外
か
ら
受
け
取
る
触
れ
」
と
す

べ
き
だ
が
、
堅
田
陣
屋
や
大
津
代
官
を
介
さ
な
い
別
系
列
の
触
れ
も
あ
っ
た
。

幕
府
派
遣
の
巡
見
使
や
測
量
集
団
、
秤
・
分
銅
調
査
に
回
国
す
る
守
随
家
や

後
藤
家
手
代
等
か
ら
業
務
に
応
じ
て
随
時
発
信
さ
れ
る
触
れ
、
あ
る
い
は
触

れ
頭
や
本
末
関
係
の
ル
ー
ト
で
廻
る
寺
触
れ
な
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ

ら
は
単
発
的
で
あ
っ
た
り
対
象
が
限
定
的
の
た
め
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。

以
上
、本
堅
田
村
に
到
来
す
る
触
れ
を
分
類
し
た
。
こ
れ
ら
を
図
に
示
せ
ば【
図

３
】
の
よ
う
に
な
る
。

（
三
）
触
れ
の
廻
し
方

本
堅
田
村
に
到
来
の
触
れ
は
、
Ａ
型
と
Ｂ
型
で
は
廻
達
方
法
も
異
な
っ
て
い

た
。
堅
田
藩
領
内
を
対
象
に
し
た
陣
屋
経
由
の
Ａ
型
触
れ
は
、
領
内
村
々
を
二
な

い
し
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
廻
さ
れ
た
。
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
七
月
に
江
戸

藩
庁
か
ら
到
来
し
た
改
元
通
知
の
触
れ
を
例
示
す
る
。

年
号
改
元
仰
せ
出
さ
れ
、
寛
延
元
年
と
相
改
ま
り
候
。
右
当
十
八
日
御
登
城

の
上
、
仰
せ
出
さ
れ
候
。
こ
の
段
御
領
中
相
触
れ
候
よ
う
江
戸
表
よ
り
仰
せ

遣
わ
さ
れ
候
あ
い
だ
、
御
領
中
御
触
れ
こ
れ
あ
る
べ
く
候
。
以
上

　
　
　

七
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　

黒
川
新
平
印
（
惣
支
配
の
補
佐
役
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
忠
左
衛
門
印
（
陣
屋
惣
支
配
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辻
八
左
衛
門
殿
（
郡
方
）

右
仰
せ
出
さ
れ
候
。
御
触
れ
書
の
通
り
村
々
拝
見
し
た
て
ま
つ
り
、
滞
り
な

く
順
達
こ
れ
あ
る
べ
く
候
。
以
上

　
　
　

七
月
二
十
七
日　
　
　
　
　
　
　

辻
八
左
衛
門
印

右
、
本
堅
田
よ
り
か
つ
ら
川
（
葛
川
）
へ
一
通
。
衣
川
よ
り
千
野
・
赤
塚
へ

一
通
。
中
村
よ
り
沢
筋
へ
一
通
。

葛
川
は
陣
屋
か
ら
見
て
西
北
山
間
部
の
村
々
。
衣
川
・
千
野
・
赤
塚
は
南
部

グ
ル
ー
プ
。
北
部
村
へ
は
本
堅
田
に
北
接
す
る
中
村
か
ら
廻
さ
れ
て
い
た
。

な
お
、
特
定
区
域
の
作
柄
調
査
な
ど
宛
先
限
定
の
触
れ
は
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
藩
領
内
の
対
象
村
の
み
を
宛
所
と
し
て
廻
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
宝
永
元
年

（
一
七
〇
四
）
九
月
四
日
付
け
「
検
見
に
つ
き
先
触
れ
」
は
、
本
堅
田
村
よ
り
北

部
の
滋
賀
郡
内
村
々
と
高
島
郡
内
村
々
「
沢
村
（
大
津
市
）、
北
比
良
村
（
旧
志

賀
町
）、
南
小
松
村
（
同
）、
鴨
村
（
旧
高
島
町
）、
下
小
川
村
（
旧
安
曇
川
町
）、

太
田
村
（
旧
新
旭
町
）、
下
古
賀
村
（
旧
安
曇
川
町
）、
新
保
村
（
旧
今
津
町
）、

浜
分
村
（
同
）、
北
仰
村
（
同
）、
桂
村
（
同
）、
酒
波
村
（
同
）、
岸
脇
（
同
）　

庄
や
中
」
を
宛
所
に
し
て
廻
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
陣
屋
を
介
さ
ず
に
、
湖
辺
村
や
滋
賀
郡
を
宛
所
に
し
た
Ｂ
型
触
れ
は
、

大
津
代
官
所
を
起
点
に
し
て
、
隣
村
か
ら
隣
村
へ
と
継
ぎ
送
ら
れ
る
村
次
方
式
で

廻
っ
て
き
た
。
前
述
２
①
で
あ
げ
た
大
津
代
官
発
信
の「
湖
上
船
増
減
改
め
」（【
写

２
】）
を
例
に
と
れ
ば
、
こ
の
触
れ
は
、
苗
鹿
（
膳
所
藩
領
）
→
雄
琴
（
滋
賀
院

門
跡
領
）
→
衣
川
（
堅
田
藩
・
安
楽
院
領
）
の
順
で
本
堅
田
に
到
来
し
、
そ
の
後
、

今
堅
田
（
三
上
藩
領
）
→
南
浜
（
宮
川
藩
領
）
→
北
浜
（
三
上
藩
・
旗
本
久
保
家
領
）

か
ら
滋
賀
郡
北
部
村
々
へ
、そ
し
て
高
島
郡
・（
西
）
浅
井
郡
・
伊
香
郡
の
湖
岸
村
々
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を
経
て
、（
東
）
浅
井
郡
南
端
の
川
道
村
ま
で
送
ら
れ
て
い
っ
た
。

Ｂ
型
の
う
ち
、
ｂ
２
触
れ
と
ｂ
ｘ
触
れ
は
「
滋
賀
郡
村
々
庄
屋
年
寄
中
」
な

ど
と
郡
宛
を
定
型
と
し
た
が
、
廻
し
方
は
ｂ
１
触
れ
と
同
じ
だ
っ
た
。
二
通
の
関

連
史
料
を
【
写
３
】
に
示
し
た
。
こ
れ
ら
は
偶
々
「
本
堅
田
留
め
帳
」
に
挟
ま
れ

て
い
た
た
め
に
伝
存
す
る
文
書
だ
が
、
上
段
は
衣
川
村
役
人
か
ら
本
堅
田
村
役
人

へ
の
送
り
状
、
下
段
は
今
堅
田
村
役
人
の
受
取
状
で
あ
る
。
箱
に
入
っ
た
京
都
町

奉
行
の
触
れ
二
通
（
幕
府
触
れ
の
写
し
と
町
奉
行
触
れ
）
と
請
印
帳
一
冊
、
お
よ

び
大
津
代
官
の
添
え
触
れ
と
請
印
帳
一
冊
の
計
五
点
が
、
隣
村
か
ら
隣
村
へ
と
送

ら
れ
た
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。

藩
領
内
村
々
限
定
の
Ａ
型
触
れ
と
、
藩
領
と
異
な
る
対
象
区
域
を
宛
所
と
す

る
Ｂ
型
触
れ
は
、
こ
の
よ
う
に
廻
達
方
法
も
違
っ
て
い
た
。
触
れ
の
受
け
手
か
ら

よ
く
観
察
で
き
る
こ
う
し
た
違
い
も
ま
た
、
当
該
地
方
の
支
配
構
造
の
表
象
で
あ

る
。

＊
た
だ
し
、郡
宛
触
れ
の
廻
達
方
法
は
、近
江
国
内
で
も
郡
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
い
た
。
村
次
方
式
（
滋
賀
郡
）
の
ほ
か
、
藩
領
枠
利
用
型
（
犬
上
郡
）、

複
数
藩
領
枠
連
結
型
（
坂
田
、
伊
香
、
浅
井
郡
）、
郡
内
地
域
分
割
型
（
蒲

生
郡
）
な
ど
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
稿
「
郡
触
れ
の
廻
達
―
近
江
国
の

場
合
―
」（
未
成
稿
）
で
紹
介
す
る
。

（
四
）
受
け
手
か
ら
の
観
察

以
上
、
発
信
元
や
宛
先
、
廻
し
方
に
注
目
し
て
本
堅
田
村
が
受
理
し
た
触
れ

を
分
類
し
た
。
次
の
作
業
は
、地
元
村
か
ら
見
た
【
図
３
】
の
よ
う
な
仕
組
み
（
個

別
）
を
、
幕
藩
制
支
配
（
普
遍
）
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
か
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
が
、
ま
ず
は
二
点
指
摘
し
て
手
が
か
り
を
得
て
お
こ
う
。
一
点
は
研

究
史
と
の
関
係
、
二
点
目
は
Ａ
・
Ｂ
型
の
割
合
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
触

れ
を
直
接
の
対
象
に
し
て
い
た
村
田
説
と
比
較
し
て
お
き
た
い
（【
表
１
】）。

幕
府
や
奉
行
の
支
配
原
理
か
ら
見
た
村
田
氏
の
三
分
類
と
、
触
れ
の
受
け
手

の
側
か
ら
の
水
本
分
類
を
こ
の
よ
う
に
対
比
さ
せ
る
と
、
共
通
点
と
違
い
の
両
面

が
浮
か
び
上
が
る
。 

①
村
田
氏
の
三
分
類
支
配
は
、
本
堅
田
村
に
も
及
ん
で
い
る
。 

②�

し
か
し
、
そ
の
三
分
類
は
、
受
け
手
の
現
場
で
は
特
殊
か
否
か
の
区
別
は

な
く
、
二
つ
の
類
型
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。 

こ
う
し
た
観
察
作
業
の
過
程
で
、
水
本
分
類
の
二
類
型
が
「
住
民
の
異
な
る

属
性
部
分
」
を
支
配
対
象
に
し
て
い
た
こ
と
に
も
気
付
く
。
す
な
わ
ち
、
陣
屋
か

【写３】滋賀郡村々宛の京都町奉行所触れ（ｂ２）の
　　　 受け渡し。文政９年（1826）８月 18日付け。
　　　触れは平野大念仏寺の勧化についての幕府触れ。
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ら
の
Ａ
型
触
れ
は
住
民
を
堀
田
氏
堅
田
藩
領
の
「
領
民
」
と
し
て
扱
う
。
一
方
、

大
津
代
官
か
ら
の
Ｂ
型
触
れ
は
、
同
じ
住
民
を
「
湖
辺
の
村
民
」
な
い
し
は
滋
賀

郡
在
住
の
「
郡
民
」
と
い
う
属
性
に
お
い
て
捕
捉
す
る
の
で
あ
る
。
受
け
手
側
に

立
つ
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
違
い
も
ま
た
よ
く
見
え
て
く
る
。
以
下
、
こ
の
属
性

差
に
注
目
し
て
Ａ
型
支
配
を
「
領
民
型
支
配
」、
Ｂ
型
支
配
を
（
最
も
多
い
郡
触

れ
に
因
ん
で
）「
郡
民
型
支
配
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。 

で
は
、
領
民
型
と
郡
民
型
の
触
れ
割
合
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
と
り
あ
え
ず
こ

こ
で
は
、前
出
の
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
の
場
合
で
観
察
し
て
み
よ
う
。【
表
２
】

を
作
成
し
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
年
の
到
来
触
れ
総
数
は
一
五
通
。
内
訳
は
ａ
１
・
五
通
、

ａ
２
・
一
通
、
ａ
ｘ
・
二
通
、
ｂ
１
・
二
通
、
ｂ
２
・
二
通
、
ｂ
ｘ
・
三
通
で
あ
る
。

領
民
型
（
Ａ
型
）
八
通
に
対
し
て
郡
民
型
（
Ｂ
型
）
が
七
通
と
拮
抗
し
た
比
率
で

あ
る
。
な
お
、
幕
府
触
れ
の
ａ
ｘ
・
二
通
と
ｂ
ｘ
・
三
通
は
、
う
ち
二
通
が
二
重

通
達
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
す
ぐ
に
疑
問
が
生
じ
る
。
果
た
し

て
両
型
の
割
合
は
い
つ
も
拮
抗
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
時
期
に
よ
り
変
化
す

る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
そ
も
そ
も
幕
府
触
れ
の
二
重
通
達
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
。
以
下
、
章
を
代
え
て
考
察
を
進
め
る
。

三
「
領
民
型
」「
郡
民
型
」
の
相
関

（
一
）
幕
府
領
時
代
の
触
れ
構
造

本
章
で
は
、
次
の
三
点
に
取
り
組
む
。

①�

ま
ず
隣
村
衣
川
村
の
触
れ
留
め
帳
を
用
い
て
、堅
田
藩
編
入
前
後
の
時
期（
一
七

世
紀
後
期
）
の
触
れ
通
達
形
態
を
観
察
す
る
。

②
つ
い
で
、
本
堅
田
留
め
帳
か
ら
幕
府
触
れ
の
二
重
通
達
問
題
を
調
べ
る
。

③
最
後
に
、
全
体
を
踏
ま
え
て
「
支
配
の
堅
田
モ
デ
ル
」
を
作
る
。

さ
て
、
第
一
点
目
で
あ
る
。
本
堅
田
村
が
幕
府
領
か
ら
堅
田
藩
領
に
支
配
替

え
に
な
っ
た
の
は
元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
だ
っ
た
が
、
同
じ
支
配
替
え
の
歴

史
を
辿
っ
た
隣
村
の
衣
川
村
（
一
部
、
安
楽
院
領
）
に
、
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）

か
ら
始
ま
る
触
れ
留
め
帳
が
残
存
し
て
い
る
（
千
葉
一
九
七
六
）。
記
載
空
白
年

次
も
あ
る
が
、
一
七
世
紀
後
半
、
両
村
が
幕
府
領
だ
っ
た
時
期
の
触
れ
事
情
を
知

る
こ
と
の
出
来
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
本
堅
田
留
め
帳
の
書
き
始
め
直
前
の
元

禄
一
二
年
ま
で
を
対
象
に
【
表
３
】
を
作
成
し
た
。
な
お
、
予
め
次
の
点
を
押
さ

え
て
お
き
た
い
。

幕
府
領
時
代
の
衣
川
村
は
（
本
堅
田
村
も
）
大
津
代
官
の
支
配
下
に
あ
り
、
同

代
官
は
京
都
町
奉
行
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
時
代
、
衣
川
村
に
到
来
の

「
幕
府
→
京
都
町
奉
行
→
大
津
代
官
→
衣
川
村
（
幕
府
領
村
々
）」
ル
ー
ト
の
触
れ

は
、
領
地
単
位
の
領
民
型
（
Ａ
型
）、
つ
ま
り
前
掲
【
図
３
】
の
「
幕
府
→
堀
田

江
戸
屋
敷
→
堅
田
陣
屋
→
本
堅
田
村
（
堅
田
藩
領
村
々
）」
ル
ー
ト
に
該
当
す
る
。

さ
て
、【
表
３
】
か
ら
、
以
下
の
諸
点
が
読
み
取
れ
る
。

・�

こ
の
時
期
の
多
く
は
領
民
型
で
の
通
達
で
あ
り
、
集
計
す
る
と
全
体
の
七
五
％

に
の
ぼ
る
。

・�
郡
民
型
の
初
め
は
、
触
れ
の
文
中
に
京
都
町
奉
行
触
れ
発
信
の
旨
を
記
す
貞
享

四
年
（
一
六
八
七
）
六
月
の
大
津
船
奉
行
・
大
津
代
官
連
名
触
れ
（
ｂ
１
）
で

あ
る
。
内
容
は
勢
多
川
普
請
の
御
用
金
上
納
を
命
じ
た
も
の
。
触
れ
留
め
帳
に

町
奉
行
触
れ
本
文
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
恐
ら
く
本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
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で
紹
介
し
た
元
禄
一
三
年
（
一
七
〇
〇
）
の
町
奉
行
触
れ
（
滋
賀
郡
南
郷
村
～

北
小
松
村
宛
）
と
同
形
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

・�

こ
の
時
期
、
幕
府
触
れ
は
す
べ
て
領
民
型
で
通
達
さ
れ
て
お
り
、
郡
民
型
は
一

通
も
な
い
。

こ
れ
ら
を
要
す
れ
ば
、
一
七
世
紀
後
半
の
触
れ
通
達
形
態
は
領
民
型
だ
っ
た
、

そ
こ
に
新
た
に
「
領
民
」
と
は
異
な
る
ま
と
ま
り
を
対
象
に
す
る
「
郡
民
型
」
が

加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に
生
じ
た
京
都
町
奉
行
触
れ
未
返
却
事
件
は
、
こ

の
時
期
、
未
だ
こ
の
触
れ
の
廻
達
ル
ー
ト
が
不
安
定
だ
っ
た
こ
と
を
語
る
事
例
と

し
て
注
目
さ
れ
る
。
同
年
一
〇
月
七
日
に
雄
琴
村
か
ら
届
い
た
外
畑
村
（
膳
所
藩

領
。
大
津
市
）
庄
屋
発
信
の
急
廻
状
に
は
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。

「�

八
月
二
十
五
日
付
け
で
滋
賀
郡
湖
水
辺
村
々
宛
に
廻
さ
れ
た
京
都
御
町
奉
行

様
の
触
れ
状
が
、
未
だ
町
奉
行
所
に
返
却
さ
れ
て
い
な
い
。
大
津
代
官
小
野

半
之
助
様
の
指
示
に
よ
り
、
ど
こ
で
滞
っ
て
い
る
か
調
査
の
廻
状
を
廻
す
。」

（
二
）「
郡
民
型
」
の
始
ま
り

堅
田
藩
領
へ
の
支
配
替
え
後
も
含
め
、
郡
民
型
通
達
（
Ｂ
型
）
の
始
ま
り
に

つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

①
大
津
代
官
・
船
奉
行
触
れ
（
ｂ
１
）

・
大
津
代
官
・
船
奉
行
発
信
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
六
月
か
ら
（
前
述
）。

・�

大
津
代
官
単
独
発
信
は
、享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
一
月
二
一
日
付
け
か
ら
。

「
勢
多
川
筋
の
新
田
開
発
申
請
」
に
つ
い
て
代
官
古
郡
文
右
衛
門
発
信
。「
坂

本
よ
り
北
小
松
ま
で
二
二
ヵ
村
」
宛
。

②
京
都
町
奉
行
触
れ
（
ｂ
２
）

・
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
頃
か
ら
（
前
述
）。
大
津
代
官
・
船
奉
行
経
由
。

・�

明
確
に
「
滋
賀
郡
」
宛
は
、正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
七
月
六
日
付
け
か
ら
。

朝
鮮
通
信
使
人
馬
徴
発
。
大
津
代
官
経
由
。　

③
幕
府
発
信
（
ｂ
ｘ
）

・�

享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
三
月　
「
朝
鮮
人
往
来
の
経
費
割
り
当
て
」

　

�

大
目
付
・
勘
定
奉
行
・
吟
味
役
→
京
都
町
奉
行
→
京
都
代
官
（
角
倉
）
→

滋
賀
郡
御
料
私
領
村
々

・
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
八
月　
「
寺
社
の
田
畑
・
人
数
改
め
」

　

江
戸
→
京
都
町
奉
行
→
（
大
津
代
官
）
→
滋
賀
郡
・
栗
太
郡
寺
社
衆
中

＊
大
津
代
官
の
添
え
書
き
は
留
め
帳
へ
の
転
写
の
際
に
省
略
さ
れ
た
と
見
ら

れ
る
。

・
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
閏
五
月　
「
老
牛
屠
殺
の
禁
止
」

　

江
戸
→
京
都
町
奉
行
→
（
大
津
代
官
）
→
滋
賀
郡
寺
社
・
村
々
庄
屋
年
寄

　

�

幕
府
触
れ
が
大
津
代
官
経
由
で
廻
っ
た
初
見
。
領
民
型
と
の
二
重
通
達
も

こ
の
触
れ
が
初
見
。　

＊
大
津
代
官
添
え
書
き
に
つ
い
て
は
同
右
。

滋
賀
郡
や
湖
辺
村
を
宛
所
に
し
た
郡
民
型
支
配
の
触
れ
は
、
ｂ
１
、
ｂ
２
に

つ
い
て
は
貞
享
期
か
ら
、
ｂ
ｘ
触
れ
は
遅
れ
て
享
保
期
に
始
ま
っ
た
。

郡
民
型
ル
ー
ト
で
廻
達
さ
れ
た
触
れ
の
テ
ー
マ
を
見
る
と
、
広
域
に
お
よ
ぶ

河
川
改
修
や
朝
鮮
通
信
使
通
行
問
題
、
寺
社
調
査
な
ど
、
個
々
の
領
主
枠
を
超
え

た
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
大
津
代
官
経
由
で
滋
賀
郡
宛
に
廻
っ
た
最
初

の
幕
府
触
れ
、
享
保
一
七
年
触
れ
（「
老
牛
屠
殺
の
禁
止
」）
も
、
詳
細
は
不
明
だ

が
、
備
前
・
備
中
と
近
江
と
い
う
広
域
に
及
ぶ
老
牛
売
買
・
屠
殺
問
題
を
テ
ー
マ

に
し
て
い
た
。
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本
堅
田
村
の
視
座
か
ら
す
る
と
、
郡
民
型
触
れ
は
、
こ
れ
ら
広
域
規
模
、
国

家
的
規
模
の
政
策
遂
行
の
過
程
で
、
関
係
地
域
の
村
・
住
民
へ
の
直
接
周
知
を
目

的
と
し
て
始
ま
っ
た
と
見
て
取
れ
る
。

＊
近
江
国
坂
田
郡
柏
原
宿
の
『
柏
原
宿
萬
留
帳
』
一
に
、
延
宝
六
年

（
一
六
七
八
）
五
月
三
日
付
け
「
近
江
国
坂
田
郡
村
々
町
々
庄
屋
年
寄
、

同
寺
社
中
」
宛
の
京
都
町
奉
行
触
れ
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
能
勢
日
向
守

頼
宗
発
信
、
強
盗
殺
人
犯
探
索
触
れ
。『
京
都
町
触
集
成
』
別
巻
三
に
も

収
録
）。
宛
所
が
「
郡
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
江
へ
の
ｂ
２
触
れ
の
先

駆
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、今
の
と
こ
ろ
通
達
ル
ー
ト
な
ど
は
不
詳
で
あ
る
。

 （
三
）
幕
府
触
れ
の
二
重
通
達
に
つ
い
て

第
二
点
目
の
問
題
、
幕
府
触
れ
の
二
重
通
達
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
。

さ
て
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
本
堅
田
村
へ
の
幕
府
触
れ
の
二
重
通
達
の
始
ま

り
は
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
か
ら
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
前
章
で
例
示
し
た
延

享
二
年
（
一
七
四
五
）
で
見
て
み
る
と
（【
表
１
】）、
幕
府
触
れ
は
三
通
。
そ
の

う
ち
二
通
（
日
本
記
録
・
日
記
調
査
、
光
雲
寺
勧
化
）
が
重
複
、
一
通
（
寺
社
朱

印
調
べ
）
が
郡
民
型
で
の
単
独
通
達
と
な
っ
て
い
る
。

二
重
通
達
開
始
後
の
幕
府
触
れ
を
通
覧
す
る
と
、
通
達
形
態
に
は
三
パ
タ
ー

ン
が
あ
っ
た
。
①
以
前
か
ら
の
領
民
型
で
の
通
達
。
②
領
民
型
と
郡
民
型
の
二
重

通
達
。
③
郡
民
型
の
み
の
通
達
、
で
あ
る
。　

問
題
は
こ
れ
ら
の
パ
タ
ー
ン
相
互
の
関
係
で
あ
る
。
変
化
を
長
期
的
ス
パ
ン

で
探
る
た
め
に
、
継
続
し
て
出
現
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
領
民
型
（
ａ
ｘ
）
か

郡
民
型
（
ｂ
ｘ
）
か
追
跡
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
事
実
が
判
明
し
た
。

❶
寺
社
修
復
な
ど
の
勧
化
触
れ　

・
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
ま
で
は
ａ
ｘ
通
達
。

・�

寛
保
三
（
一
七
四
三
）、
延
享
二
（
一
七
四
五
）、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）

は
ａ
ｘ
・
ｂ
ｘ
重
複
。

・
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
以
降
は
ｂ
ｘ
の
み
。

❷
酒
造
制
限
令　

・
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）、
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
は
ａ
ｘ
通
達
。

・�

天
明
八
（
一
七
八
八
）、
寛
政
元
（
一
七
八
九
）、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）

は
ａ
ｘ
・
ｂ
ｘ
重
複
。

・
文
政
一
〇
（
一
八
二
七
）
以
降
は
ｂ
ｘ
の
み
。

❸
御
尋
ね
者
人
相
書
き　

・
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
ま
で
は
ａ
ｘ
。

・�

寛
政
九
（
一
七
九
七
）、
寛
政
一
二
（
一
八
〇
〇
）、
享
和
四
年
（
一
八
〇
四
）

は
ａ
ｘ
・
ｂ
ｘ
重
複
。

・
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
以
降
ｂ
ｘ
の
み
。

❹
貨
幣
改
鋳
（
重
複
な
し
の
変
更
）　

・
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
ま
で
ａ
ｘ
。

・
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
か
ら
ｂ
ｘ
。

❺
最
初
か
ら
ｂ
ｘ

・�

た
と
え
ば
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
七
月
を
初
発
に
し
て
、
以
後
頻
出
す

る
「
街
道
宿
場
人
馬
賃
銭
割
り
増
し
」
触
。

❻
一
貫
し
て
ａ
ｘ

・
改
元
の
通
達
。（
Ⅱ
３
②
で
あ
げ
た
延
享
か
ら
寛
延
へ
の
改
元
触
れ
な
ど
）

・
幕
府
関
係
物
故
者
に
対
す
る
鳴
り
物
停
止
令
。

大
変
面
白
い
現
象
の
発
見
で
あ
る
。
ま
と
め
れ
ば
、



58

第二部　公儀触等の伝達研究

①
後
期
ま
で
一
貫
し
て
領
民
型
通
達
の
テ
ー
マ
も
あ
る
（
❻
）。

②
最
初
か
ら
郡
民
型
で
通
達
さ
れ
る
触
テ
ー
マ
も
あ
る
（
❺
）

③�

し
か
し
、
繰
り
返
し
触
れ
ら
れ
る
テ
ー
マ
の
多
く
は
、
領
民
型
か
ら
郡
民
型
へ

移
行
し
て
い
く
。

④�

移
行
に
は
、
二
重
通
達
期
間
を
経
る
も
の
（
❶
、
❷
、
❸
）
と
一
気
の
切
り
替

え
（
❹
）
が
あ
る
。

⑤�

移
行
は
一
斉
に
で
は
な
く
、
一
八
世
紀
を
通
じ
て
テ
ー
マ
毎
に
時
間
差
が
あ
っ

た
。

こ
の
よ
う
に
集
約
で
き
る
。

（
四
）
触
れ
数
の
変
遷
と
「
堅
田
モ
デ
ル
」

前
節
ま
で
の
結
果
を
踏
ま
え
、
到
来
触
れ
の
割
合
変
化
を
巨
視
的
に
捉
え
る

た
め
に
、
十
数
年
単
位
で
触
れ
数
を
数
え
て
【
表
４
】
甲
～
丁
表
を
作
成
し
た
。

以
下
の
よ
う
な
観
察
結
果
が
得
ら
れ
た
。

①�

甲
表
か
ら
。
触
れ
の
年
間
総
数
は
、
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
の
四
九
通
を

別
に
し
て
、
一
〇
～
三
〇
通
台
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
天
保
一
三
年
は
幕
府
の
天

保
改
革
最
中
の
年
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
他
年
次
に
比
べ
て
幕
府
触
れ
お
よ
び

堀
田
江
戸
屋
敷
か
ら
の
触
れ
が
多
か
っ
た
。

②�

乙
表
か
ら
。
領
内
触
れ
（
ａ
１
、
ａ
２
）
と
、
幕
府
や
奉
行
・
代
官
発
信
の
広

領
域
触
（
ａ
ｘ
、
ｂ
ｘ
、
ｂ
１
、
ｂ
２
）
の
関
係
は
、
一
八
世
紀
前
期
に
お
い

て
は
前
者
が
中
心
だ
が
、
中
期
か
ら
後
者
が
増
え
、
以
後
、
そ
の
傾
向
が
続
く
。

③�

丙
表
か
ら
。
領
民
型（
藩
の
領
内
支
配
と
藩
経
由
の
幕
府
支
配
）と
、郡
民
型（
奉

行
・
代
官
の
広
領
域
支
配
と
そ
れ
ら
経
由
の
幕
府
支
配
）
の
関
係
は
、
一
八
世

紀
前
半
に
は
圧
倒
的
に
前
者
だ
っ
た
が
、
両
者
の
拮
抗
期
を
経
て
、
一
九
世
紀

に
入
る
と
後
者
の
比
率
が
高
く
な
る
。

④�

丁
表
か
ら
。
③
の
一
部
を
構
成
す
る
幕
府
触
れ
は
、〈
一
八
世
紀
前
期
は
陣
屋

経
由
優
位
→
一
八
世
紀
中
後
期
は
二
重
通
達
な
ど
両
者
拮
抗
→
一
九
世
紀
に
入

る
と
ほ
ぼ
後
者
に
一
元
化
〉
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
た
。

以
上
、
領
民
型
支
配
と
郡
民
型
支
配
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
第

一
節
の
分
析
か
ら
、
一
七
世
紀
後
半
の
通
達
形
態
は
領
民
型
で
あ
り
、
そ
こ
へ
一

部
郡
民
型
ル
ー
ト
が
参
入
し
始
め
た
こ
と
。
第
二
節
の
分
析
か
ら
、
領
民
型
と
郡

民
型
か
ら
な
る
複
合
的
支
配
の
仕
組
み
は
、
お
お
む
ね
一
八
世
紀
前
期
の
享
保
期

に
確
立
し
た
こ
と
。
そ
し
て
第
三
節
、
第
四
節
の
分
析
か
ら
、
そ
の
仕
組
み
は
、

幕
府
触
れ
の
二
重
通
達
な
ど
を
経
て
、
次
第
に
郡
民
型
優
位
に
向
か
っ
た
こ
と
、

な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
領
民
型
と
郡
民
型
は
固
定
的
・
静
態
的
な
関
係
で
は

な
く
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
変
化
す
る
動
態
的
な
関
係
だ
っ
た
。
幕
府
触
れ
の
二

重
通
達
も
そ
の
過
程
で
生
じ
た
現
象
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
諸
特
徴
を
約
め
て
、
次
の
二
点
を
以
て
「
支
配
の
堅
田
モ
デ
ル
」
と

し
て
み
た
い
。

①
支
配
形
態
に
は
、
領
民
型
支
配
と
、
郡
民
型
支
配
の
二
種
類
が
あ
る
。

②�

一
七
世
紀
中
頃
に
は
領
民
型
支
配
だ
っ
た
が
、
一
七
世
紀
末
期
か
ら
郡
民

型
支
配
が
加
わ
り
、
一
八
世
紀
前
期
に
並
存
構
造
が
確
立
。
そ
の
後
、
次

第
に
郡
民
型
が
優
位
の
支
配
構
造
へ
と
に
移
行
し
て
い
く
。

四　

各
地
か
ら
の
応
答

「
堅
田
モ
デ
ル
」
は
、
当
所
幕
府
領
、
つ
い
で
堅
田
藩
領
に
し
て
、
か
つ
近
江

滋
賀
郡
に
位
置
す
る
一
、二
の
個
別
村
で
作
っ
た
型
式
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
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触
れ
の
受
け
手
（
被
治
者
）
と
い
う
同
じ
立
ち
位
置
、同
じ
目
線
で
全
国
津
々
浦
々

の
村
々
と
情
報
を
交
換
し
あ
え
る
と
こ
ろ
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
以
下
、
本
堅
田

村
の
モ
デ
ル
に
対
し
て
、
各
地
の
村
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
応
答
（
仮
想
）
の
幾
つ
か

を
紹
介
す
る
。

（
一
）
近
江
国
蒲
生
郡
鎌
掛
村
か
ら
の
応
答

・�

我
が
村
は
、
江
戸
初
期
か
ら
領
主
が
目
ま
ぐ
る
し
く
交
代
し
た
村
だ
が
、
陸
奥

棚
倉
藩
松
平
氏
の
飛
び
地
領
だ
っ
た
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
の
触
れ
留
帳
が

残
存
し
て
い
る
の
で
、こ
の
年
で
「
堅
田
モ
デ
ル
」
と
比
較
し
て
み
た
（【
表
５
】

「
御
触
書
留
帳
并
願
書
控
」
鎌
掛
共
有
文
書
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料

館
寄
託
）。

・
同
じ
近
江
国
と
い
う
こ
と
で
共
通
点
が
多
い
が
、
違
い
も
見
ら
れ
る
。

・�

共
通
点
は
、
触
れ
通
達
形
態
が
自
領
主
経
由
と
大
津
代
官
経
由
の
二
本
立
て
の

所
で
あ
る
。
当
方
で
は
、
藩
か
ら
の
領
民
触
れ
（
Ａ
型
）
は
、
同
藩
大
津
蔵
屋

敷
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
郡
代
や
代
官
の
名
で
、
近
江
の
飛
び
地
領
村
々
三
七
ヵ

村
宛
に
廻
達
さ
れ
る
。
他
方
、
大
津
代
官
経
由
の
触
れ
（
Ｂ
型
）
は
、
近
隣
の

内
池
村
（
棚
倉
藩
領
）
を
中
継
地
に
し
て
、我
が
村
を
含
む
近
隣
二
三
ヵ
村
（
館

林
藩
、
水
口
藩
、
仁
正
寺
藩
、
日
野
大
納
言
領
な
ど
多
数
領
主
の
入
り
組
み
）

に
村
次
で
廻
達
さ
れ
る
か
、
も
し
く
は
内
池
村
会
所
に
集
合
し
て
請
け
印
を
捺

す
方
式
で
あ
る
。
我
が
蒲
生
郡
は
村
数
二
〇
〇
を
超
え
る
大
き
な
郡
で
あ
り
、

そ
の
た
め
こ
の
よ
う
な
地
域
割
り
廻
達
方
式
が
採
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

＊
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
国
絵
図
作
成
時
点
で
二
四
六
ヵ
村
。

・�

大
津
代
官
所
発
信
の
触
れ（
ｂ
１
）が
一
通
も
な
い
の
は
、船
数
増
減
改
め
な
ど
、

内
陸
部
の
我
が
村
に
該
当
し
な
い
内
容
だ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

・�

幕
府
触
れ
の
通
達
に
つ
い
て
は
、
異
な
る
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
①
貴
村
へ
は

二
重
通
達
だ
が
、
我
が
村
へ
は
町
奉
行
ル
ー
ト
の
み
の
ケ
ー
ス
（
古
分
銅
の
売

買
禁
止
）、
②
我
が
村
へ
の
通
達
は
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
（
伊
能
忠
敬
測
量
御
用
）、

③
貴
村
に
は
な
く
我
が
村
へ
は
領
民
ル
ー
ト
で
触
れ
ら
れ
た
も
の
（
大
造
り
花

火
禁
止
、
百
姓
武
芸
禁
止
）。

�

②
に
関
し
て
は
、
恐
ら
く
当
地
が
測
量
対
象
外
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
見
ら
れ

る
が
、
①
、
③
に
つ
い
て
は
、
藩
庁
の
判
断
が
働
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
根
拠
は
、
③
の
触
れ
の
後
に
こ
ん
な
文
面
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

右
の
通
り
公
儀
よ
り
関
八
州
へ
仰
せ
出
さ
れ
候
御
触
れ
に
候
え
ど
も
、
心
得

の
た
め
相
廻
し
候
あ
い
だ
、
村
中
洩
れ
ざ
る
よ
う
に
申
し
聞
か
す
べ
く
候
。

�

す
な
わ
ち
、「
対
象
を
関
八
州
に
限
っ
た
幕
府
触
れ
だ
が
、
心
得
の
た
め
に
近

江
の
飛
び
地
領
の
村
々
へ
も
廻
達
す
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
幕

府
触
れ
の
各
領
内
へ
の
通
達
要
否
の
選
択
は
、
藩
庁
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
た
模

様
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、「
堅
田
モ
デ
ル
」
で
顕
著
な
領
民
型
幕
府
触
れ

（
ａ
ｘ
）
の
減
少
も
、
貴
領
主
堀
田
氏
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
な
る
と
逆
に
、
増
加
し
て
い
く
郡
民
型
（
ｂ
ｘ
）
は
、
京
都
町
奉
行
に
よ

る
選
択
判
断
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
触
れ
の
受
け
手
の
我
々
の

側
か
ら
は
見
え
に
く
い
が
、
こ
の
点
、
同
じ
畿
内
近
国
住
民
と
し
て
共
通
に

知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

以
上
、
と
り
あ
え
ず
気
付
い
た
点
を
列
挙
し
て
み
た
。

（
二
）
三
河
国
碧
海
郡
刈
谷
町
か
ら
の
応
答

・�

貴
村
と
同
様
、
我
が
町
に
も
長
期
に
及
ぶ
「
御
触
れ
状
留
め
帳
」（
宝
永
七
年

（
一
七
一
〇
）
か
ら
明
治
八
年
（
一
八
七
六
）
に
至
る
）
が
残
っ
て
お
り
、
色
々
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な
比
較
が
可
能
だ
が
、
と
り
あ
え
ず
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
で
の
比
較
を
ご

希
望
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
こ
の
年
で
比
べ
て
み
る
（【
表
５
】）。

・�

我
が
町
は
、こ
の
時
期
、譜
代
大
名
土
井
氏
二
三
、〇
〇
〇
石
の
城
下
町
で
あ
る
。

・�

領
主
と
家
臣
団
集
住
の
本
拠
地
と
い
う
立
地
か
ら
、「
堅
田
モ
デ
ル
」
の
デ
ー

タ
区
分
に
そ
ぐ
わ
な
い
点
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
領
内
支
配
、
広
領
域
支
配

の
二
分
類
で
比
較
し
て
み
る
。
異
な
る
点
が
多
い
が
、
共
通
点
も
見
ら
れ
る
。

・�

貴
村
に
比
べ
て
藩
触
れ（
ａ
１
、ａ
２
に
該
当
）の
多
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

殿
様
社
寺
参
詣
の
先
触
れ
や
献
上
大
豆
な
ど
の
触
れ
が
我
が
方
の
通
数
を
増
や

し
て
い
る
。
同
じ
く
大
名
領
で
あ
っ
て
も
、
領
主
と
の
距
離
の
差
に
よ
り
触
れ

の
密
度
に
濃
淡
の
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

・�

我
が
領
内
で
は
、
藩
触
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
御
地
へ
ｂ
ｘ
ル
ー
ト
で
通
達

さ
れ
る
幕
府
触
れ
も
、
す
べ
て
藩
庁
経
由
の
領
民
型
（
Ａ
型
）
で
あ
る
。「
堅

田
モ
デ
ル
」
の
構
造
変
化
と
の
比
較
で
言
え
ば
、
我
が
方
は
、
御
地
の
前
期
支

配
形
態
が
そ
の
ま
ま
続
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

・�

た
だ
し
、
当
地
に
も
領
主
枠
を
超
え
た
「
郡
民
型
」
の
触
れ
、「
浦
触
」
が
到

来
し
て
い
る
。
こ
の
触
れ
は
、
幕
府
御
用
の
諸
物
品
の
回
漕
や
海
難
事
故
対
応

な
ど
の
海
事
を
テ
ー
マ
に
、
幕
府
勘
定
奉
行
所
や
大
坂
船
手
役
人
な
ど
か
ら
発

信
さ
れ
る
（
水
本
二
〇
一
九
）。
た
と
え
ば
、
こ
の
年
二
月
四
日
に
到
来
し
た

幕
府
年
貢
米
輸
送
船
捜
索
触
れ
は
、
幕
府
勘
定
奉
行
と
勘
定
吟
味
役
の
連
名
で

「
武
蔵
よ
り
紀
伊
国
迄
十
ヶ
国
浦
　々

庄
屋
年
寄
」
を
宛
所
に
し
て
い
た
。
海

辺
を
伝
っ
て
の
廻
達
は
、
琵
琶
湖
辺
村
々
を
宛
所
に
し
た
御
地
の
大
津
代
官
触

れ
と
同
類
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
、
宛
先
の
広
域
性
に
鑑
み
れ
ば
「
郡
民
型
」

の
拡
大
版
＝
「
国
民
型
」
と
評
せ
る
だ
ろ
う
。
我
が
村
へ
は
い
つ
も
東
隣
の
本

刈
谷
村
（
刈
谷
藩
領
）
か
ら
到
来
、
す
ぐ
に
逢
妻
川
を
隔
て
接
す
る
西
隣
の
緒

川
村
（
尾
張
国
知
多
郡
。
名
古
屋
藩
領
）
へ
継
ぎ
送
る
手
順
で
あ
る
。
こ
の
年

の
到
来
は
二
通
だ
が
、
幕
末
に
向
か
っ
て
ど
ん
ど
ん
増
え
、
た
と
え
ば
安
政
四

年
（
一
八
五
七
）
に
は
二
〇
通
、全
触
れ
数
七
五
通
の
二
七
％
を
占
め
る
に
至
っ

て
い
る
。

・�(　

)

に
入
れ
て
別
掲
し
た
一
五
通
は
、近
隣
の
東
海
道
三
九
番
目
の
知
立
宿
（
刈

谷
藩
領
内
）
へ
の
「
御
雇
人
足
触
れ
」
で
あ
る
。
刈
谷
町
を
含
む
領
内
五
ヵ
村

は
同
宿
の
加
助
郷
村
と
し
て
、
頻
繁
に
人
足
提
供
を
求
め
ら
れ
た
。
三
月
三
日

に
は
紀
州
様
御
通
行
の
た
め
に
六
五
人
を
提
供
、
三
月
二
六
日
に
は
公
家
衆
通

行
の
た
め
四
五
人
の
出
仕
が
命
じ
ら
れ
る
、
な
ど
。
触
れ
発
信
者
は
、
刈
谷
町

を
管
轄
す
る
藩
の
代
官
山
田
文
左
衛
門
で
あ
る
。

　
「
堅
田
モ
デ
ル
」
に
照
ら
し
た
時
に
こ
の
触
れ
の
興
味
深
い
と
こ
ろ
は
、
御

地
で
あ
れ
ば
「
郡
民
型
」
ル
ー
ト
で
差
配
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
広
領
域
案
件
を
、

当
地
で
は
藩
の
代
官
が
担
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
知
立
宿
も
対
象
五
ヵ
村
も

刈
谷
藩
領
内
で
は
あ
る
が
、
広
域
に
及
ぶ
交
通
問
題
が
テ
ー
マ
と
い
う
点
に
注

目
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
御
地
で
の
二
元
的
支
配
が
当
地
で

は
両
型
融
合
の
一
元
的
形
態
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

な
お
、
仄
聞
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
御
地
で
も
淀
川
・
大
和
川
水
系
山
間
部
の

土
砂
留
め
事
業
に
つ
い
て
は
、
大
名
家
臣
が
土
砂
留
め
奉
行
と
し
て
郡
を
単
位

に
実
務
を
担
う
仕
組
み
だ
と
い
う
（
水
本
二
〇
二
二
）。
そ
れ
な
ど
は
、
ま
さ

に
両
者
融
合
の
典
型
例
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
改
め
て
意
見
交
換

し
て
み
た
い
論
点
で
あ
る
。

（
三
）
武
蔵
国
豊
島
郡
角
筈
村
か
ら
の
応
答

・�

我
が
村
は
、
南
境
を
甲
州
街
道
と
玉
川
上
水
、
北
境
を
青
梅
街
道
で
区
切
ら
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れ
た
武
蔵
野
台
地
上
に
立
地
す
る
江
戸
近
郊
村
で
あ
る
。
村
高
は
文
政
八
年

（
一
八
二
五
）
時
点
で
七
二
〇
石
余
。
う
ち
四
八
石
余
の
旗
本
・
同
心
領
と

寺
院
領
を
除
く
残
り
が
幕
府
領
で
あ
る
。
名
主
渡
辺
家
に
残
る
文
政
一
二
年

（
一
八
二
九
）
の
触
れ
留
め
帳
デ
ー
タ
を
本
堅
田
村
の
そ
れ
と
突
き
合
わ
せ
て

み
た
（【
表
５
】）。

・�

両
者
を
見
比
べ
る
と
、「
領
民
型
」
と
「
郡
民
型
」
と
い
う
枠
組
み
は
当
村
に

お
い
て
も
よ
く
合
致
し
て
お
り
、
親
近
感
を
覚
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
、

そ
れ
ぞ
れ
の
中
身
に
つ
い
て
は
大
き
な
違
い
も
見
ら
れ
る
。

・�

違
い
の
一
点
目
は
、
当
村
で
は
幕
府
触
れ
は
す
べ
て
（
領
主
の
）
幕
府
代
官
経

由
で
の
通
達
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
例
を
示
す
。

こ
の
度
、世
上
通
用
の
た
め
吹
き
立
て
仰
せ
付
け
ら
れ
候
南
鐐
一
朱
銀
の
儀
、

来
る
十
日
よ
り
通
用
致
す
べ
く
候
。（
後
略
）

　

七
月

右
の
通
り
御
書
き
付
け
出
候
あ
い
だ
、
そ
の
意
を
得
、
村
下
へ
受
け
印
せ
し

め
、
廻
状
刻
付
け
を
以
て
相
廻
し
、
留
り
村
よ
り
相
返
す
べ
く
候
、
以
上
。

　

丑
七
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
八
太
夫
役
所
（
代
官
・
中
村
知
剛
）

右
御
廻
状
、
同
月
十
三
日
申
上
刻
、
代
々
木
村
よ
り
受
け
取
り
、
幡
ヶ
谷
村

へ
即
刻
遣
わ
す
。

�

ち
な
み
に
、
こ
の
触
れ
は
御
地
で
は
、
京
都
町
奉
行
・
大
津
代
官
経
由
の
「
郡

民
型
」（
ｂ
ｘ
）
ル
ー
ト
で
七
月
二
三
日
に
衣
川
村
か
ら
受
け
取
り
、
即
刻
今

堅
田
村
へ
廻
さ
れ
た
。
な
お
「
領
民
型
」（
ａ
ｘ
）
で
の
通
達
は
な
か
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。

・�【
表
５
】
の
数
値
か
ら
も
明
瞭
だ
が
、
幕
府
触
れ
は
各
地
に
等
し
く
触
れ
ら
れ

た
の
で
は
な
い
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
御
地
へ
の
通
達
は
一
六
通
（
ｂ
ｘ
）、

当
地
へ
は
一
一
通
（
ａ
ｘ
）。
し
か
も
、
こ
の
う
ち
、
共
通
す
る
触
れ
は
五
通

に
過
ぎ
ず
、
御
地
の
残
り
一
一
通
は
当
地
へ
は
未
通
達
、
逆
に
、
当
地
へ
の
残

り
六
通
は
御
地
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

・�

共
通
五
通
（
諸
国
酒
造
勝
手
次
第
。
南
鐐
上
銀
吹
き
立
て
二
通
。
二
歩
判
金

通
用
不
足
。
水
戸
中
納
言
逝
去
の
鳴
り
物
停
止
）

・�

本
堅
田
の
み
一
一
通
（
宿
場
人
馬
賃
銭
増
額
六
通
。
お
尋
ね
者
仇
討
。
勧
化

二
通
。
古
二
朱
判
通
用
停
止
二
通
）

・�

角
筈
の
み
六
通
（
徳
川
家
慶
の
子
米
姫
・
紀
州
藩
隠
居
徳
川
重
倫
逝
去
の
鳴

り
物
停
止
。
勧
化
。
米
値
段
二
通
。
草
字
二
歩
判
金
吹
き
増
し
）

エ
リ
ア
を
限
っ
た
勧
化
触
れ
や
江
戸
大
火
に
伴
う
米
価
問
題
な
ど
、
特
定
範

囲
対
象
が
理
由
と
み
ら
れ
る
の
も
の
も
あ
る
が
、
主
要
街
道
の
問
題
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
宿
場
の
人
馬
賃
銭
増
額
触
れ
は
我
が
方
に
は
通
達
さ
れ
て

お
ら
ず
、
貨
幣
改
鋳
に
関
し
て
も
ズ
レ
が
あ
っ
た
。
対
象
に
よ
っ
て
鳴
り
物

停
止
令
に
も
差
が
見
ら
れ
る
。

　

角
筈
村
へ
の
触
れ
は
幕
府
代
官
中
村
八
太
夫
経
由
、
本
堅
田
へ
は
堀
田
藩
庁

経
由
な
い
し
は
京
都
町
奉
行
経
由
だ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
通
達
内
容
の
バ

ラ
ツ
キ
は
、代
官
や
藩
庁
、奉
行
レ
ベ
ル
で
の
選
択
判
断
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
。

他
地
方
か
ら
の
応
答
に
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
ズ
レ
や
バ
ラ
ツ
キ
は
、

我
々
を
支
配
し
編
成
し
て
い
る
幕
藩
体
制
の
仕
組
み
の
根
幹
に
か
か
わ
る
大

問
題
と
思
わ
れ
る
。

・�「
本
堅
田
モ
デ
ル
」
と
の
大
き
な
違
い
の
二
点
目
は
、
当
地
で
は
広
領
域
触
れ

が
い
ろ
い
ろ
な
部
局
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
渡
辺
家
文
書
の
整

理
に
取
り
組
ん
だ
大
石
学
氏
は
、
鷹
場
（
中
野
筋
・
野
方
領
）、
神
田
・
玉
川
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上
水
、
千
駄
ヶ
谷
の
幕
府
煙
硝
蔵
、
宿
場
・
助
郷
、
拝
領
屋
敷
、
抱
え
屋
敷
、

改
革
組
合
村
な
ど
の
項
目
を
挙
げ
つ
つ
、「
近
世
の
角
筈
村
は
、
江
戸
周
辺
農

村
の
特
徴
で
あ
る
複
雑
・
多
様
な
支
配
体
制
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
た
」
と
評

し
て
い
る
（
新
宿
区
立
新
宿
歴
史
博
物
館
一
九
九
二
）。
文
政
一
二
年
に
限
っ

て
も
、
煙
硝
蔵
役
所
、
鷹
場
役
所
・
鳥
見
役
、
関
東
取
締
り
出
役
な
ど
か
ら
の

触
れ
が
到
来
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
角
筈
村
を
含
む
一
四
ヵ
村
（
幕
府
領
、

旗
本
・
同
心
領
、
寺
領
、
伊
賀
者
領
な
ど
の
入
り
組
み
）
が
「
火
防
駆
け
付
け

人
足
」
の
提
供
村
に
指
定
さ
れ
た
千
駄
ヶ
谷
の
幕
府
煙
硝
蔵
役
所
か
ら
は
、「
調

合
御
用
」「
鉄
砲
打
ち
御
用
」
な
ど
を
命
じ
る
触
れ
が
一
〇
通
到
来
し
て
い
る
。

多
様
な
部
局
か
ら
の
触
れ
一
つ
と
し
て
、
幕
府
勘
定
所
か
ら
の
郡
宛
触
れ
も

あ
っ
た
。
別
の
年
次
の
も
の
だ
が
、
一
通
紹
介
し
て
お
こ
う
。

刈
り
大
豆
、近
年
在
方
に
て
買
い
込
み
な
ど
致
し
置
き
候
者
こ
れ
あ
り
候
哉
、

出
方
無
数
候
う
え
、
こ
の
度
出
水
に
つ
き
、
別
し
て
払
底
に
て
、
御
馬
飼
い

料
の
御
差
支
え
に
相
成
り
候
あ
い
だ
（
中
略
）
飼
い
葉
商
い
致
し
候
者
は
勿

論
、
所
持
致
し
候
者
ど
も
は
早
速
売
り
渡
し
申
す
べ
く
候
（
後
略
）。

（
天
明
八
年
、
一
七
八
八
）
午
八
月

　
　
　
　
　
　

三
郎
右　

印
（
勘
定
吟
味
役
・
村
上
常
福
）

　
　
　
　
　
　

他
、
吟
味
役
三
名
・
勘
定
奉
行
四
名
連
印　

略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
州
足
立
郡
・
豊
島
郡　

御
料
・
私
領
・
寺
社
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
々
名
主
・
組
頭

右
触
れ
書
き
相
渡
し
候
あ
い
だ
、
是
を
遣
わ
し
候
。
村
々
に
お
い
て
、
墨
付　

け
汚
れ
こ
れ
な
き
様
大
切
に
取
り
扱
い
、
こ
の
帳
面
に
受
け
印
致
し
、
遅
滞

な
く
継
ぎ
送
り
、
留
り
村
よ
り
我
ら
役
所
へ
相
返
す
べ
き
も
の
也
。　
　

　
　

午
八
月
二
日　
　
　
　

飯　

常
之
丞
（
江
戸
廻
り
代
官
・
飯
塚
政
長
）

八
月
三
日
暮
六
つ
時
、
内
藤
宿
よ
り
受
け
取
り
、
代
々
木
村
へ
継
ぎ
送
り
申

し
候
。

こ
れ
な
ど
は
、
勘
定
奉
行
・
吟
味
役
箇
所
を
京
都
町
奉
行
に
替
え
、
江
戸
廻

り
代
官
を
大
津
代
官
に
置
き
替
え
れ
ば
、
御
地
の
ｂ
２
形
態
に
一
致
す
る
。

�

御
地
の
デ
ー
タ
で
組
み
立
て
ら
れ
た
「
堅
田
モ
デ
ル
」
を
、
当
地
の
支
配
形

態
と
照
合
す
る
と
、
こ
の
よ
う
に
共
通
面
と
異
な
る
面
が
ク
リ
ア
に
浮
か
び

上
が
る
。
同
モ
デ
ル
は
各
地
の
支
配
形
態
の
「
個
別
」
と
「
普
遍
」
を
映
し

出
す
「
合
わ
せ
鏡
」
と
し
て
有
用
だ
と
感
じ
た
。

お
わ
り
に

本
堅
田
村
留
め
帳
に
記
録
さ
れ
た
触
れ
を
手
掛
か
り
に
、
触
れ
の
受
け
手
の

地
元
の
視
座
か
ら
こ
の
時
代
の
支
配
方
式
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
こ
で
析
出
し

た
「
堅
田
モ
デ
ル
」
が
、
他
地
方
と
の
比
較
検
討
を
行
う
上
で
一
定
の
有
効
性
を

持
つ
こ
と
も
判
明
し
た
。
し
か
し
、
作
業
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た

地
元
か
ら
は
見
通
せ
な
い
課
題
も
少
な
く
な
い
。
以
下
、
検
討
す
べ
き
テ
ー
マ
を

挙
げ
る
。

・
国
持
大
名
支
配
下
の
村
々
と
「
堅
田
モ
デ
ル
」
の
突
き
合
わ
せ
。

・
畿
内
近
国
内
の
他
国
村
々
と
「
堅
田
モ
デ
ル
」
の
突
き
合
わ
せ
。

・�

畿
内
近
国
に
お
け
る
初
期
の
「
奉
行
→
領
主
→
領
民
」
型
通
達
（【
図
２
】
参
照
）

に
つ
い
て
の
検
討
。

＊
先
行
研
究
と
し
て
、
大
和
を
対
象
に
し
た
大
宮
守
友
氏
の
研
究
が
あ
る
。

氏
は
寛
文
六
（
一
六
六
六
）・
九
年
、
延
宝
二
（
一
六
七
四
）
～
元
禄
八

年
（
一
六
九
五
）
の
宇
陀
松
山
藩
（
織
田
氏
、
三
万
石
）
の
「
御
用
部
屋
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日
記
」
を
分
析
し
て
、
こ
の
時
期
、
触
れ
通
達
に
三
ル
ー
ト
あ
っ
た
こ
と

を
考
証
し
て
い
る
（
大
宮
二
〇
〇
八
）。

①
幕
府
→
藩
（
江
戸
・
国
元
）
→
領
民
（
五
通
以
上
）

②
幕
府
→
奈
良
奉
行
→
藩
→
領
民
（
七
通
）　

元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～

一
七
〇
三
）
ま
で
。

③
幕
府
→
奈
良
奉
行
→
一
五
郡
村
宛
（
七
通
）　

天
和
三
年
（
一
六
八
三
）

よ
り
始
ま
る
。

氏
に
従
え
ば
、
大
和
国
で
は
一
七
世
紀
中
期
ま
で
は
①
と
②
（
受
け
手
か

ら
は
い
ず
れ
も
「
領
民
型
」）
で
、
一
七
世
紀
後
期
に
至
っ
て
「
郡
民
型
」

の
③
が
始
ま
っ
た
。

・「
堅
田
モ
デ
ル
」
の
動
態
的
変
化
の
理
由
に
つ
い
て
。

・�

幕
府
触
れ
の
藩
庁
、
奉
行
レ
ベ
ル
で
の
選
択
通
達
に
つ
い
て
（
鎌
掛
村
、
角
筈

村
か
ら
の
問
題
提
起
）。

こ
の
う
ち
、
後
者
の
二
点
な
ど
は
、
視
座
を
地
元
村
か
ら
藩
庁
や
奉
行
所
内

に
置
き
換
え
て
探
ら
な
い
と
見
え
な
い
課
題
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
も
宿
題
と

し
て
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
ま
で
と
し
た
い
。

（
京
都
府
立
大
学
・
長
浜
バ
イ
オ
大
学
名
誉
教
授
）

【
参
考
文
献
】

朝
尾
直
弘「
近
世
初
期
に
お
け
る
畿
内
幕
領
の
支
配
構
造
」『
史
林
』四
二—

一
、一
九
五
九
年
。
後
収『
朝

尾
直
弘
著
作
集
』
一
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
。

大
島
真
理
夫
「
近
世
畿
内
地
域
社
会
論
の
比
較
と
総
合
」
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
『
経

済
史
研
究
』
一
一
、二
〇
〇
七
年
。

大
宮
守
友
「
奈
良
奉
行
と
宇
陀
松
山
藩
」『
日
本
文
化
史
研
究
』
三
九
、二
〇
〇
八
年
。
後
収
『
近
世

の
畿
内
と
奈
良
奉
行
』
清
文
堂
、
二
〇
〇
九
年
。

兼
子
順
「
天
保
期
に
お
け
る
幕
府
代
官
の
廻
状
伝
達
―
下
総
国
葛
飾
郡
上
金
﨑
村
「
御
用
留
」
を
中

心
に
―
」『
埼
玉
県
立
文
書
館
紀
要
』
一
五
、二
〇
〇
二
年
。

高
木
昭
作
『
日
本
近
世
国
家
史
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
。

三
鬼
清
一
郎
『
織
豊
期
の
国
家
と
秩
序
』
青
史
出
版
、
二
〇
一
二
年
。

水
本
邦
彦
『
近
世
の
郷
村
自
治
と
行
政
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
。

水
本
邦
彦
『
海
辺
を
行
き
交
う
お
触
れ
書
き
―
浦
触
の
語
る
徳
川
情
報
網
―
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
九
年
。

水
本
邦
彦
『
土
砂
留
め
奉
行
―
河
川
災
害
か
ら
地
域
を
守
る
―
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
二
年
。

村
田
路
人
『
近
世
広
域
支
配
の
研
究
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
。

村
田
路
人
『
近
世
畿
内
近
国
支
配
論
』
塙
書
房
、
二
〇
一
九
年
。

安
岡
重
明
『
日
本
封
建
経
済
政
策
史
論—

経
済
統
制
と
幕
藩
体
制—

』
大
阪
大
学
経
済
学
部
社
会
経

済
研
究
室
『
研
究
叢
書
』
一
四
、一
九
五
九
年
。

安
岡
重
明
『
日
本
封
建
経
済
政
策
史
論
〔
増
補
版
〕』
晃
洋
書
房
、
一
九
八
五
年
。

薮
田
貫
「「
摂
河
支
配
国
」
論—

日
本
近
世
に
お
け
る
地
域
と
構
成—

」
脇
田
修
編
『
近
世
大
坂
地
域

の
史
的
分
析
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
〇
年
。

薮
田
貫
『
近
世
大
坂
地
域
の
史
的
研
究
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
年
。

山
田
洋
一
・
東
昇
編
集
『
京
丹
後
市
久
美
浜
町
太
刀
宮
文
書
（
久
美
浜
代
官
所
郡
中
代
等
文
書
）・
佐

治
家
資
料
調
査
と
御
用
留
横
断
研
究
』
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国
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名
主
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家
文
書
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～
四
、一
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二
～

一
九
九
七
年
。
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千
葉
乗
隆
編
『
江
州
衣
川
村
文
書
』
同
朋
舎
、
一
九
七
六
年
。

【図１】安岡説と薮田説

【図２】村田説
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【図３】受け手から見た触れ通達の仕組み

村田氏 水本（本堅田村到来触れ） 水本（受理類型）
個別領主支配 陣屋触れ（a1）、藩庁触れ（a2） 陣屋から受理（A型）
広域支配 B 幕府触れ（ax、陣屋経由）
広域支配 A 代官触れ（b1）、町奉行触れ（b2）�

幕府触れ（bx、町奉行経由）
代官から受理（B型）

【表１】村田・水本説の対照表

分類 月日 テーマ 差出 宛所 添状
a1 1.16 年頭通達（法度遵守ほか） 陣屋郡方北村義平 御領中
a1 2.1 御用銀の割り付け 同上 本堅田、衣川、

千野、赤塚
a2 2 江戸出火殿様屋敷類焼見舞い銀 江戸屋敷
a1 3.25 御普請所見分 陣屋郡方北村義平 本堅田ほか
ax 4.8 日本記録・日記類調査 （幕府）陣屋経由 本堅田ほか
bx 4 同上 （幕府 ) 京都町奉行経由 滋賀郡村々寺社

庄屋年寄
b2 4.3 勢多川筋土砂留普請入用徴収 京都町奉行 滋賀郡村々庄屋

年寄
大津代官

a1 6.9 植え付け高・引き方調べ 陣屋郡方北村義平
a1 6.9 村々見分先触れ 同上 本堅田より浜分

まで
b2 7 日本記録・日記類調査 京都町奉行 滋賀郡村々寺社

庄屋年寄
大津代官

b1 7.27 湖上船増減調べ 大津代官
b1 9.28 湖上船運上銀上納指示 大津代官 西湖浦々
bx 9 光雲寺修復勧化 （幕府）京都町奉行経由 滋賀郡村々寺社

庄屋年寄
大津代官

ax 10 同上 （幕府）陣屋経由
bx 　⑫ 朱印寺社朱印調べ （幕府）京都町奉行経由 滋賀郡村々寺社

庄屋年寄
大津代官

a1＝陣屋から。a2＝江戸屋敷から。ax ＝幕府から。    

b1 ＝大津代官から。b2＝京都町奉行から。bx ＝幕府から。

【表２】延享２年（1745）の触れ
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a1 a2 ax b1 b2 bx
寛文  ７ 1667 1 幕府領
延宝  ５ 1677 1 同
延宝  ９ 1681 1 同
天和  ２ 1682 2 1 同
貞享  ４ 1687 1 〈1〉 同
元禄  ２ 1689 1 〈1〉 同
元禄  ７ 1694 1 1 同
元禄  ８ 1695 2 7 同
元禄  ９ 1696 1 2 〈1〉 同
元禄 10 1697 1 2 同
元禄 11 1698 1 1 1 3 堅田藩領
元禄 12 1699 2 1 同
計 11 3 14 2 7 0

＊〈〉は推測。
＊記号（幕府領時代）
　a1　大津代官→衣川村
　a2　京都町奉行→大津代官→衣川村
　ax　幕府→京都町奉行→大津代官→衣川村
　b1　大津代官→水所村々など。
　b2　京都町奉行→大津代官→湖水辺村々、水所村々など。
　bx　幕府→京都町奉行→大津代官→滋賀郡村々
＊触れのテーマ
　a1　助馬徴発、博奕禁止・火の用心、朝鮮より献上馬飼い葉割当、
　　　郷村掟、鉄砲取締り、捨て子・捨て犬調査、不孝者追放、
　　　火の用心、郷村見分、川除人足割当、無請け人取締り、など
　a2　金銀箔使用制限 2、印判製作心得。
　ax　検地条目、巡見使接待、生類憐み関連 4、改鋳貨幣引き換え 5、
　　　火の用心、飲酒心得　　
　b1　勢多川浚え御用 2
　b2　（勢多川浚え御用 3）（湖辺村々御用）、湖水辺水損 3

【表３】衣川村に到来の触れ ( 千葉 1976 より )
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( 甲表 )
年次 全通数    a1 a2 ax b1 b2 bx
宝永 元 1704 21 11 4 3 3 0 0
享保 元 1716 21 13 12 5 2 0 0
享保 17 1732 16 6 5 2 1 1 1
延享  2 1745 15 6 1 2 2 2 2
宝暦  9 1759 14 2 2 4 1 3 2
明和 ４ 1767 23 4 1 3 4 5 6
寛政 元 1789 22 2 4 4 0 3 9
文化 ２ 1805 30 10 3 6 4 1 6
文政 元 1818 23 4 1 1 4 0 13
文政 12 1829 32 8 3 2 4 0 15
天保 13 1842 49 6 9 4 3 1 26
安政 ５ 1858 34 11 4 0 6 2 11

（乙表） （丙表） （丁表）
年次 a1,a2 ax,b 系 ａ系 ｂ系 ax bx 重複 実数
宝永 元 1704 15 6 18 3 3 0 0 3
享保 元 1716 14 7 19 2 5 0 0 5
享保 17 1732 11 5 13 3 2 1 1 2
延享 ２ 1745 7 8 9 6 2 2 2 2
宝暦 ９ 1759 4 10 8 6 4 2 1 5
明和 ４ 1767 5 18 8 15 3 6 1 8
寛政 元 1789 6 16 10 12 4 9 2 11
文化 ２ 1805 13 17 19 11 6 6 6 6
文政 元 1818 5 18 6 17 1 13 0 14
文政 12 1829 11 21 13 19 21 15 1 16
天保 13 1842 15 34 19 30 4 26 2 28
安政 ５ 1858 15 19 15 19 0 11 0 11

【表４】ルート別の触数

年次 全通数    a1 a2 ax b1 b2 bx 村名
文化 2 1805 30 11 2 6 4 1 6 近江国滋賀郡本堅田村
文化 2 1805 18 5 4 5 0 1 3 近江国蒲生郡鎌掛村
文化 2 1805 50 39 9 2 0 三河国碧海郡刈谷町

(15) 　( 15 )
＊鎌掛村　鎌掛共有文書（滋賀大学経済学部附属史料館寄託）
＊刈谷町　刈谷町教育委員会『刈谷町庄屋留帳』8

年次 全通数 a1 a2 ax b1 b2 bx 村名
文政12 1829 32 8 4 1 4 0 15 近江国滋賀郡本堅田村
文政12 1829 45 10 11 24 0 武蔵国豊島郡角筈村
＊角筈村　新宿区立新宿歴史博物館『武蔵国豊島郡角筈村名主渡辺家文書』2

（領内）a1、a2 ＝郡奉行・代官などから。ax ＝幕府触れ（領民触れ）。
（広領域）b1、b2 ＝幕府奉行などから。bx ＝幕府触れ（郡民触れ）。

【表５】他地方との比較

a1＝陣屋から。a2＝江戸屋敷から。ax ＝幕府から。

b1＝大津代官から。b2＝京都町奉行から。bx ＝幕府から。



表紙の解説
1 2 3 4

5 6

7 8

（裏） （表）
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1　触留が多数展示されていた 2023 年「第 49 回愛知県公文書館企画展　新・収蔵資料展　～古文書にみる尾張の町と三河

の村～」の展示風景　山田洋一撮影

2　奈良町の町家をイメージした奈良市史料保存館の外観　山田洋一撮影

3　道標「古文書館通り」と川下りの船（船頭さんが「ここ ( 建物 ) は柳川の古文書館」と説明されていた）　山田洋一撮影

4　柳川古文書館の外観　山田洋一撮影

5　仙台伊達家領大肝入（大庄屋）吉田家文書の天保13年（1842）「定留」(御用留)の表紙（2011年東日本大震災の大津波で被災、

その後修復）　陸前高田市教育委員会提供　＊別表No.16、コラム１参照

6　地元の実業家が古物商から買い戻し大正10年（1921）に当時の小松町に寄贈された天保13年 7～ 12月「小松藩会所日記」

の表紙　西条市立図書館小松温芳図書館郷土資料室提供　＊別表No.106 参照

7　戦時中に大阪府立中之島図書館に保管を委託され、大阪大空襲から逃れた天保 13年「御触書承知印形帳」（菊屋町文書）

の表紙　山田洋一撮影　＊別表No.80 参照

8　維新期に散逸した加賀前田家治政資料の書写による収集事業で作成され、のちに寄贈された天保 12～ 14年「郡方御触留

帳」（金沢市立玉川図書館近世史料館所蔵加越能文庫）の表紙　山田洋一撮影　＊別表No.56 参照

9　高田城跡（上越市）に再建された高田城三重櫓　山田洋一撮影
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